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加計呂麻島の動物方言語彙

野原三義・宮城邦治

南島の動物方言語彙や民俗分類については、通常の方言研究で部分的に扱われている報告や

事典・著書などを除けば、松井(1975a、1975b、1983)や当山(1983,1984,1987)などの

報告がある。また、植物方言については天野（1979）の著書が知られている。筆者らは南島に

住む人々 がどのように自然を認識しているのか、ということに興味を持ち、自然の構成要素で

ある動物の方言語彙の調査を行っている（野原・宮城、1986）が、今回は奄美大島に隣接する

加計呂麻島と与路島・請島の動物方言語彙について調査を行い、ある程度の言語資料が聞き取

りできたので報告する。この報告は、I原資料、I方言地図とその解説、Ⅲ民俗分類資料から

なっている。

なお、本調査は沖縄国際大学南島文化研究所が1986年から開始した奄美大島瀬戸内町総合調

査の一環として行われたものである。大学当局と調査に協力していただいた現地の方々 には厚

く感謝の意を表します。

調査方法

調査地は加計呂麻島で29集落の中の15地点、与路島が2地点、請島が1点地、合計が18地点

である（図1）。調査は1986年8月に8地点、1987年3月に10地点で行った。

各調査地で、方言をよく知っている概ね60代から70代前後の話者を探しだし、直接その人か

ら聞き取りを行った。調査に先立ち、話者の出身地や島外での生活経験の有無などを聞き、で

きるだけ調査地の方言を提供してもらうように努めた。話者は単数または複数で、その性別に

もこだわっていない。調査は、話者に動物図鑑を見てもらい、調査対象動物の誤解がないよう

に宮城が適宜に説明を加え、野原が方言を聞き書きする方法で行った。また、慎重を期すため

に調査中の会話はすべてカセットテープに録音した。植物方言などもメモ程度に聞き取りし

た。調査地と話者は表1に示してある。

調査した動物方言語彙は哺乳類から鳥類・爬虫類・両生類・昆虫類・その他の順に原資料と

してまとめ、それを基にして特徴的な方言について方言地図を作成し、その解説をおこなっ

た。また、いくつかの動物方言については民俗分類を試承、加計呂麻島および与路島・請島の

人々の自然認識について考察した。
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図1鯛査地と集落の分布

●は鯛査した集落。与路島、請島と加計呂麻島との距離は実際の縮尺

よりも短縮してある。
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表1調査地名と話者一覧

性別話者（生年月日）調査地
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調査結果

I原資料

加計呂麻島と与路島・請島で採録できた動物方言語彙の他に若干の植物方言語彙をまとめた

ものである。それぞれの動物群について通し番号をつけ、地域間の比較が容易にできるように

してある。調査地名の右には話者の氏名と生年月日を明記してある。

類

類

リ
類
シ
シ

島
モ
ミ
シ

サ
類

麻
Ｊ
ゥ
ズ
コ
ヌ
ノ
タ
シ
ギ
ー
｝
ジ
ギ

呂
久
類
コ
ネ
ネ
イ
イ
ブ
ゥ
ャ
類
ア
サ

計
乳

加
実
哺
１
２
３
４
５
６
７
８
鳥
２
３

↓
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
ｒ
｝
Ｂ
Ｂ

宮原博二(T2．9．1)

ko:mori

nId3m

●

rnJa:

?iO

Iiji

?wa:

?uli

cind3a

sIrkapG｡gjara,]

sagJa

Iirusagja 白いサギ

k'urusagja 黒いサギ

kumIru
●●

t'jid3urja

Ii:gja 製糖期によく見かけた

taha

t$ikoho

mja:t@ikoho

NR

hato

?aobato

karabatoo pらpeppepp色と鳴く

?ujibatoo u:と鳴く

kamdu:r

kukkja:ru

４
５
６
７
８

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

バン

チドリ類

ヤマシギ類

サシバ（タカ）

コノハズク類

B9

B10

ミフウズラ

ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

カワセミ

アカショウビン

B11

B12



－5－

kI:tikkja

rnatagarasu

NR

●●

Cu:SI

?akacigi

?iIo:sIgum

malikjo

NR

med3irosa:mIという言葉は聞いたことがない。おじ

いさん達がsa:mikagoと言っていたが何の烏

B13

B14

B15

B16

B17

B18

B19

B20

B22

キツツキ類

ツバメ類

セキレイ類

ヒヨドリ

アカヒゲ

イソヒヨドリ

ウグイス

セッカ

メジロ

を入れる籠だったのかわからない。

jumunduri

Cu:Ja

garasu

niwaturi

tu･r

ス

ゲ

ラ
カ

ス
ガ
ト

ケ
ト
リ
般
類
類
リ
般

メ
カ
ブ
ト
ー
リ
ゲ
ポ
ー

ズ
リ
シ
ワ
リ
『
』
モ
カ
ノ
ビ

ス
ル
〈
’
一
ト
類
ャ
ト
キ
へ

虫

３
４
５
６

爬
１
２
３
４

２
２
２
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

kuranaprja

dinagirja

Iatomja

mujio mad3imuUとも言う

?o:nak

●●

gara:s1p

mattap

Ca:Cal]

matlimuり。 kinhap(金ハブ）

kwahad3arak

kami

R5リュウキュウアオヘビ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ
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〔昆虫類・その他〕
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?ijogaU 海にいるカニ

rnagaI] 川にいる髭のあるカニ

?ahagaり 赤いカニ
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P16キビ k'imi

P17サトウキビugi

コウリャン to:gim

トウモロコシ to:kip

〔付記〕

畑 hateh6

水田 ta:

naetli｡nonfiro苗代

虹 nop

古仁屋は、今はkunjaと言うが、昔はcigjaと言った。Cigjattfuとは古仁屋の人のこと

である｡(アガリ以前の古い言い方としてのヒガを残しているようだ）
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M9ウマ

〔鳥類〕

B2アジサシ類

B3サギ類

B4バン(？）

B5チドリ類

B6(アマミ）ヤマシギ

B7サシバ(タカ）

B8コノハズク類

B10ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

B11カワセミ（？）

B12アカショウピン

B13キツツキ類

宮畑ヨネ(M45･7･6)
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?i']
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ハシプトカラス

ニワトリ

アヒル

カモ類

〔爬虫類〕

R1ヤモリ類

R2トカゲ類

R3キノポリトカゲ(？）

R4ヘビ類

R5リュウキュウアオヘピ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメハブ

R11カメ類

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

A2カエル類

A3オタマジャクシ

〔昆虫類〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

I3トンボ類

tsubameo rnatagarasuとは聞かない
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Cu:Sl

?akacigi

malikjo

med3iroo sa:miとは聞いたことがない

jumundur
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mr:tur 雌ドリ

Cijokaヒヨコ

tamago(今)kuga:(昔）卵
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Jarno:r

t'ina:girja

timmaburjaと昔の人は言っていたようだ

mu:ji

?o:nak
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gara:s1p
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Ca:Ca:I]

matIimu0。kinhap黄色い小さな毒蛇
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biki:，？o:tombikkjaとは聞いたことがない

bikinkwa｡taju:とも言うかも知れない

habera

gi:gjagi:gjaと鳴く
‐●

gl:gjao

全部gi:gjaと言う

?ice:da

?o:?iCe:da 青いトンボ
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I4

I5

I7

I9

バッタ類

カマキリ類

ハチ類

スズメバチ

ハエ類

110力

I11クモ類

I14カタツムリ類

I15ナメクジ類

〔海産動物〕

S1カニ類

S10魚類

ウナギ

フナ

コイ

カツォ

〔植物〕

P1サトイモ

P2サツマイモ

P3ヤマイモ

P4木

P9イタジイ

?aka?ice:da赤いトンボ

?ina?iCe:da小さいトンボ

ti,]go:henda(ギンヤンマ）

糸にくくりつけjama:datil]go:he:daka,]ko:ka']ko:

（山だ、ギンヤンマこつちへ来いこつちへ来い）と言

って、このトンボを釣った

gata:

Jato:mja:

ha:tJ!

tiburuba･tli

従i

?o:b6i銀バエ

gad3al]

jamagad3aI] 山にいる力

kubu:o kubunji:(クモの巣）

tinda:r

nabIkud3ir

ga9

?ijogaO

rnagaり

timma

?iju

?una:k

ku:ju

koi

kaso:。

海にいるカニ

川にいる大きいカニ

畑などで穴を掘るカニ

?ajagaso(綾の入っているカツオ）

?umu:

mud3i: 田に植える。芋は食べない

hanu:su

ko:Ia

?ahako:Ja 赤いヤマイモ

jirjuko:ja 白いヤマイモ

ki:

Ji:gr
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ko:muru

nndrm(i)

rnja:

?iD

jiji

?wa:

?uji

cind3a

?uma

?usa.k

sagja:

kumIru

hamatjidori

taha

mja:tikoho

NR

hato

?aobato

karabato

?ujibato

kamd3ori

kukja:ru

ki:tikkja

rnatagarasu

●●

Cu:S1

?akacige

?iJo:t'igu。

?uguisuo

maJikjo

med3iro

？iJoとは海のこと

malikjoの親

ウグイスの子供

B22メジロ
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jumunduri(ggwa)

jamabju:Ja

garasu

B23スズメ

B24ルリカケス

B25ハシプトガラス

〔爬虫類〕

R1ヤモリ類

R2トカゲ類

R3キノポリトカゲ

R4ヘビ類

R5リュウキュウアオヘピ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメハブ

R11カメ類

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

A2カエル類

アマミアオガエル

A3オタマジャクシ

〔昆虫類〕

I1チョウ

I2セミ類

Jarnorl

dinagirja-

tabaku｡ukja

muji

?o:nak

garasup

rnattap

Ca:CaI] 尾で刺す

matlimuO(昔)habu(今）

kuwad3arap

kami.

so:dImorr

biki: 田圃にいるカエル

?o:biki:

NR

tlo:tJo:

●●

gl:gja 小さいセミ

jamatogi:gja 山弓jamatogi:gja 山で鳴く大きいセミ。ウーンウーンと鳴く

he:da

jamatohe:da ヤンマ類

gata･

?umiJato.

kunnjato

hatji

tiburuba:tji

?ahaba:tli

gajabatJi:

mitJaba:tJi

①息i・ .ei

gad3am

13トンボ類

バッタ類

カマキリ類

ゴキブリ類

ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チピアシナガバチ

ジバチSP

ハエ類

力類

４
５
６
７

１
１
１
１

I9

I10
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kubu

tinda:r

nabikud5iri

類リ
類ム
ジ
モ

類
ッ
ク
イ

モ
ダ
メ
『
〕
ト

ク
ヵ
ナ
物
サ

I11

I14

I15

〔植

P1 ?umu

mud3i｡to:mud3i茎

hanu:si

ko:Ja

?ahako:Ja赤いヤマイモ

jirjuko:Ia白いヤマイモ

P2サツマイモ

P3ヤマイモ

泉シマ子(T11．9．13)須子茂

〔哺乳類〕

M1コウモリ

M2ネズミ類

ko:mor

nrdrm 大きな声で悪口を言うと、上にいるのが聞いて

物をかじるぞ、と言われた。jannujiと聞いた

こともある。

●

rnja:

?iO

Jili(昔）？inojili（今）

?wa:

?uJ!

cind3a

?uma

?usa:k

３
４
５
６
７
８
９
加
鳥
１
２
３
４
５
６
７
８
蛆

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

不コ

イヌ

イノシシ

ブタ

ウシ

ヤギ

ウマ

ウサギ

類〕

カヮウ

アジサシ類

サギ類

バン

チドリ類

(アマミ）ヤー

サシバ

コノハズク類

ハト類

?ato:ho: 海にいる黒い烏

kasodur(i)カツオドリのこと？

Jirjusagja

kumiru

tjid3o(:)rja

Ji:gja 油がのって美味しい

taha

mja:tikoho

hato

?o:bato

ヤマシギ

ズアカアオバト
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karabato｡ pI:hatopi:pI:piと鳴く

?ujibato

kanduri

kukaru これがなくと海亀が卵を産む

ki:tikkja

tsubamematagarasuとは聞かない

NR

－

Cu:S1

?akacigi

?iJo:kugum

?uguisu

malikjo ウグイスの子供

cibari

med3iro 昔はsa:rniと言った気がする

jUmunduri

gara:su

tur

キジバト

カラスバト

カワセミ

アカショウビン

キツツキ類

ツバメ類

セキレイ類

ヒヨドリ

アカヒゲ

イソヒヨドリ

ウグイス

B11

B12

B13

B14

B15

B16

B17

B18

B19

ス
ゲ
ウ

ラ
カ
ュ

ガ
ト
キ

ト
リ

類
類
リ
ウ

ヵ
ロ
メ
プ
ト
リ
ゲ
ポ
類
ユ

ッ
ジ
ズ
シ
ワ
ー
ュ
モ
カ
ノ
ピ
リ

セ
メ
ス
ハ
ニ
類
ャ
ト
キ
へ

虫

加
躯
羽
妬
邪
爬
１
２
３
４
５

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

]arnorl

dnnagirja

malokamja 塩を食わすと元気になる

muli嘉入ではjaro:と言うと

?o:nap

gara:sup

rnattap

Ca:Caり

hap

kuwad3arap

kamI

R5リュウキュウアオヘピ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメハプ

R11カメ類

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

A2カエル類

so:tumuriきれいな水にすむ

biki:

?atarbiki:山にいる大きなカエル

?o:biki

?otamad3akuji

アマミアオガエル

A3オタマジャクシ
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〔昆虫類・その他〕

I1チョウ

I2セミ類

I3トンボ類

I4バッタ類

I5カマキリ類

I6ゴキブリ類

I7ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チピアシナガバチ

ジバチSP

I8アリ類

I9ハエ類

I10カ類

I13ムカデ類

I14カタツムリ類

I15ナメクジ類

〔海産動物〕

S1カニ類

S2エビ類

habira 霊的なものに関係がある

gjali

he:da

gita:

fato

kunnjato(大昔)jamatomuji(昔)I

hatji

tiburubatji

?ahabatIi

gajabatli

d5ibatJi

?an

中もi

gad3am

mukade

tindari

nabikud5iri

jamatomuji(昔)gokiburi(今）

gal]

?ip

tal]ga 田圃にいる。テナガエビ類

?ujiggwa タカラガイの仲間

tuho

?ikja:

gatitI食用
●●

Junl

kurujuniガンガゼ

?uba

jikiri

tuholikiri食用にするナマコ

?iju

類
類
類

類
コ
カ
ニ

貝
タ
イ
ウ

S4

S5

S6

S7

S8ナマコ類

魚類

物〕

サトイモ

S10

〔植

P1 ?umu:

mud3i

hanusi
●●

茎

ツルはkaraと言うP2サツマイモ
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P3ヤマイモ ko:Ja

?aha:ko:Ia 赤いヤマイモ

jirjuko:Ia 白いヤマイモ

kja:gi

sititi

nariソテツの実

P8イヌマキ

P10ソテッ

narl

kamina不明 野菜の一種

マ
Ｎ
ノ

ャ
肋
噸

類
シ
類
靭
訓
〆

類

リ
類
シ
リ
マ
ン
ル

モ
、
、
、

シ

ギ
サ
類

名
勧
坤
糊
、
和
桐
〃
が
”
悼
榊
州
劉
が
畔
刈
抑
け
サ
コ

乳
武
哺
１
２
３
４
５
６
７
８
９
加
鳥
２
３
４
５
６
７
８

Ｅ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

前田シナ子(T12．8･1)

ko:mori

nIdrm

rnJa:

?iり

jiji

?wa:

?uII

cind3a

?uma

?usa:k

sigrkabu

sagja:

NR

NR

Ji:gja

taha

tikoho

ヤーマシギ

mja:tikoho

hatu

?o:bato

pi:hato

?ulibato

kamd3o:ri

kukkja:ru.

ki:tikkja

ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

カワセミ

ァカショウビン

キツツキ類

B10

B11

B12

B13
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tsubameo'rnatagarasuと聞くこともある

ピヘ

オ
ノ

レ

ア

エ

ゲ
リ

ガ

ス
ウ
ァ
モ

リ

ラ
カ
ュ
パ

オ
、
ｊ

ブ
ァ
他

類
ド
ガ
ト
類

キ
ヒ
タ
イ

類
イ
リ
ゲ
ヨ
ス
ト
リ

類
リ

ウ
ス
マ
ン
ン
類
ミ
の

ハ

メ
レ
ド
ヒ
ヒ
イ
カ
ロ
メ
ブ
ト
類
リ
ポ
類
ユ
ラ
カ
ャ
ブ
メ
類
ケ
ル
マ
そ
ゥ
類
ボ

バ
キ
ヨ
カ
ソ
グ
ッ
ジ
ズ
シ
ワ
モ
、
』
モ
ノ
ビ
リ
ガ
ア
ヒ
ハ
ヒ
メ
、
』
リ
エ
ア
。
ヨ
ミ
ン

ツ
セ
ヒ
ア
イ
ウ
セ
メ
ス
〈
’
一
カ
類
ヤ
キ
ヘ
カ
類
シ
カ

類
チ
セ
ト

虫

生
虫

４
５
６
７
８
９
０
２
３
５
６

爬
１
３
４
５
６
７
８
９
蛆
、
両
１
２

昆
１
２
３

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

NR

●●

Cu:S1

?akacigi

?iJo:tigum

majikjo

tJintlindori

med3iro昔の人はsa:miと言った

jumundur(i)

garasu

niwaturi

kamo

Jarnorl

kulokamja

muji

?o:nap

gara.suP

rnattap

Ca:Cal]

haPo matlimur]

hawad3arap

kamT

NR

biki

?o:biki

habrrao ga:(ガ）

､●●

gl:Ja

?ihe:da:

kani?ihe:daolran

gata.

?i:lato

k'unnjato

hatji

ヤンマ類kanitombo

バッタ類

カマキリ類

ゴキブリ類

ハチ類

４
５
６
７

１
１
１
１
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スズメバチ

チビアシナガバチ

ジバチSp

I8アリ類

I9ハエ類

I10カ類

I11クモ類

I14カタツムリ類

I15ナメクジ類

〔海産動物〕

S1カニ類

S2エビ類

S7ウニ類

〔植物〕

P1サトイモ

P2サツマイモ

P3ヤマイモ

〔付記〕

虹

知之浦(t'Jinoura)

〔哺乳類〕

M1コウモリ類

M2ネズミ類

M3ネコ

M4イヌ

M5イノシシ

tiburubatIi

gajabatji

d3ibatji

?aI]

舵i

gad3am

k'ubu

tindar

nabikud3iri

gaり

nlagaD川にいるカニ

gasarna海にいるカニの一種

?i:pイセエビ類

taOga0田圃にいる（テナガエビ？）

s息i小さいエビ

kutjigaUゾウリエピヮ

gatitti食用

juni黒い

タイモ

茎

?umu

ta:?umu

mud3i

to:mud3i

hanu:si

ko:la

畑に植える

no:t

ko:rnori

nezumi｡nrdimi

●

rnja:

?iO

JiJi。？inoJiIi

田中恕栄(M30．11．6)
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?wa:

?uli

cind3a

?uma

d3aha:

ブタ

ウシ

ヤギ

ウマ

ジネズミ類

類〕

サシバ（タカ）

コノハズク類

６
７
８
９

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

ワタセジネズミ？｡

〔鳥

B7

B8

taha

k'o:hoo tsukoho

mja:tsukoho:

hato

?o:hatoo pi:hato

karahato

?ulibato

kamduri

NR

nlatagarasu

Cu:S1J

?akacigi

malikjo

med3iro

jumunduri

Cu:jao jamabju:Ja

gara:sU
O

tur

Cijokoヒヨコ

ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

カワセミ

アカショウビン

ツバメ類

ヒヨドリ

アカヒゲ

ウグイス

メジロ

スズメ

ルリカケス

ハシブトガラス

ニワトリ

B10

B11

B12

B14

B16

B17

B19

B22

B23

B24

B25

B26

〔爬虫類〕

R4ヘビ類 mu:ji

?o:nagi

gara:sup

rnatta･p

Ca:Cal]

matlimu,]

k'uwa:d3arap

R5リュウキュウアオヘビ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9/、ブ

R10ヒメハブ

〔両生類〕

A1カエル類 biki:
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〔昆虫類〕

11チョウ

12セミ類

13トンボ類

I4バッタ類

〔海産動物〕

S10サカナ類

〔植物〕

P1サトイモ

P2サツマイモ

P3ヤマイモ

西阿室(1)

〔哺乳類〕

M1コウモリ類

M2ネズミ類

M3ネコ

M4イヌ

M5イノシシ

M6ブタ

M7ウシ

M8

M9

M10

〔鳥

B3

B7

B8

B10

B11

B12

ヤギ

ウマ

ウサギ

類〕

サギ類

サシバ（タカ）

コノハズク類

ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

カワセミ

アカショウビン

habi:ra

gl:gJa

he:da

gata:

?ju:

?umu

hanusu

ko:la

祈

ko:mori.

nedzumi:

●

rnja:

?iI]

?inoliji

?wa:

?ujio

kuti:

?unami:

Cind3a:

nllna．

?usa:gi

幼児語はmu：

雄ウシ

雌ウシ

Jirosagi:

taha

mja:tkoho:

hato:

?aubato.

karabato.

?ujibato.

NR

kukkaro:

福隆(M38･11･8)
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kl:tukkja:

rnata.gara:su 尾が二つに切れている

NR

NR

NR

NR

miはかなりmeに近い音である
●●

sa:rnlo

jumunduri:

gara:su

tori:

kamo:

スープ

類
類
ガ

キ
類
イ
リ
ス
ト
リ
類
類

ツ
メ
レ
ド
イ
カ
ロ
メ
ブ
ト
類
リ
ゲ

ッ
バ
キ
ヨ
グ
ツ
ジ
ズ
シ
ワ
モ
、
』
モ
カ

キ
ッ
セ
ヒ
ウ
セ
メ
ス
〈
’
一
力
類
ヤ
ト

虫

３
４
５
６
９
０
２
３
５
６

爬
１
２

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ

Jarnorl

dina.girja:二股の

になる

jadommaburja:

二股の尾のトカケを漁船に乗せると大漁

ピヘオアゲ
ウ
ア
リ

カ
ユ
バ
モ

ト

キ
ヒ
タ
イ

ブ

リ

ウ
ス
マ
ン
ハ
ン
類

ポ
類
ユ
ラ
カ
ヤ
ブ
メ
類
ケ
ル

ノ
ピ
リ
ガ
ア
ヒ
ハ
ヒ
メ
ヘ
』
リ
エ

キ
ヘ
カ
類
シ
カ
生

３
４
５
６
７
８
９
刑
ｎ
両
１
２

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ａ

●●●●●

?o:naki

gara:subi:o gara:supu

mattabu:｡ ？ahamattabu

Ca:Carl

mad3imu,] habu.

ka:d3ara:k(i)

kami:

So:domori

biki: 小さいカエルを魚釣の餌にした

?amagaeru

NRA3オタマジャクシ

〔昆虫類・その他〕

I1チョウ

セミ類

トンボ類

tJo:tjo:

?asa:sa

?e:da:

jujitJo:

gIta:。

(J)Jato:

小さいトンボ

大きいトンボ

geta:

踊らせて遊んだ

14バッタ類

15カマキリ類
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I6

I7

I9

ゴキブリ類

ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チビアシナガバチ

ハエ類

腐ったものにつく

I10カ類

I11クモ類

I14カタツムリ類

I15ナメクジ類

〔海産動物〕

S1カニ類

S2エビ類

k'unnjato:

hatji･

t'iburubatJi:

?akabatli:

gajabatji:

“i

?o:bii。 ？o:bei

gad3a:m(i:)

kobogasr:
●●

t'indarigjo:

nabekud3i

gal]

？e､p?ebi:?e.p'f-Iz=Ig?イセエピ？

taりga: 川にいるエビ

gatiti:

to:fikiri

?ju:

?udzi:

saba.

?i:saba:

?abasi:

?ei

?irabutJi:

kaso:

S7

S8

S10

ウニ類

ナマコ

魚類

ウツポ

サメ

エイ

ハリセンポン

ァィゴ

ァォブダイ

カツオ

その他にも魚類の方言語彙が多く出たので付記しておく

rnaguro hatJi:

Iibi: ？aobatji：

？akame： rnarugara

kama･su： kama.tli

saba:drkira: gatsuI]

katahasI: ？uligjara：

tsInomari dikiro:

？aka･urumiteika:

？akana： jamatobi:

rnarugatsu o:rnatsu
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?akadzumi

?ijiniba(:)ri

kutli:guro

luWa:

〔植物〕

P1サトイモ ？umu：

P2サツマイモ hanu:si:

P9イタジイ ji:gi:

P10ソテッ si:tI:ti

ソテツの実
●

narl：

P11マツ matigi:

付mo:gusa(藻)biru:(海松）

茂村真男（60才）西阿室(2)

〔哺乳類〕

M1コウモリ

M2ネズミ類

M5イノシシ

M10ウサギ

〔鳥類〕

B2アジサシ類

B3サギ類

ko:mori

nedzumi

?ino:jili

jama?usa:gi アマミノクロウサギ？

surukaku

sag]a:

jirusagja:白いサギ

kurusagja: 黒いサギ

k'umiru

tjid3urja

Ji.gjao jamali:gja

taha:

tsIkiOuo mjakku.uo

kamd3orio kamd3o:ri

kukkaru

●●

Cu:S1

?ilokugum カイコや繭

バン

チドリ類

(アマミ）ヤマシギ

サシバ（タカ）

コノハズク類

カワセミ

アカショウビン

ヒヨドリ

イソヒヨドリ

B4

B5

B6

B7

B8

B11

B12

B16

B18

makkoho:

神烏の意味

カイコや繭を食べに来るのでmannusidu

とも言う

malikjo

tIid3ira:

Ja:mI:。
‐

●●

sa:rnl◎

ウグイス

セッカ

メジロ

９
０
２

１
２
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ Ja:miq質wa

●●

sa:rnlgwa
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jumundri

jamaCu:Ja:。
●●

gara:s1

B23スズメ

B24ルリカケス

B25ハシブトガラス

〔爬虫類〕

R1ヤモリ類

R2トカゲ類

R3キノポリトカゲ

R4ヘビ類

R5リュウキュウアオヘビ

jamabi:Ja

Jarnur

dina:gao dina:gja

jadommaburja

？
●

?o:nattap

garasup

?ahamattabu

Ca:Cabu 夕方出ると天気になる

habu kimmuI] ケンムンのことでもある

kawad3ara

?irapnap

ア

ビ

寺
ハ
ヘ

ビ
タ
ミ

ス
マ
ン
ブ
ウ

類

ラ
カ
ヤ
ブ
ハ
ブ
ル

ガ
ア
ヒ
ハ
メ
ラ
、
Ｊ
エ

ヒ
エ
類
ヵ
生

６
７
８
９
沁
両
２

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ａ tambiki

?o:biki

atarbiki

buru:

小さいカエル

アマミアオガエル？
●

食用ガエル

A3オタマジャクシ

〔昆虫類・その他〕

I2セミ類 ?asa:sa小さいセミ

?abura:?asa:sa山にいる大きいセミ

jujitJa

jimajujitIo普通のトンボ

?ahajujitJo赤いトンボ

jamatujujitIoヤンマ類

je:da，？ehe:da川にいる目の出たトンボ

kubu:

I3トンボ類

I11クモ類

〔植物〕

P12ガジマル gadimari

永井忠(M42･9･19)瀬相(seso)

〔哺乳類〕

M1コウモリ類

M2ネズミ類

ko:mori

nidnmi
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、
ンシ

コ
ヌ
ノ
タ

ネ
イ
イ
プ

３
４
５
６

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

rnJa

?iり

jili

?wa

?wa']kwa 子ブタ

?uji

Cind3a

rnTna

jamanidnmiワタセジネズミ？

Jimanndrmi

７
８
９

Ｍ
Ｍ
Ｍ

ウシ

ヤギ

ウマ

ジネズミ類

〔鳥

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

類〕

アジサシ類

サギ類

バン

チドリ類

(アマミ）ヤマシギ

サシバ（タカ）

コノハズク類

sIrka:ku

sagja

NR

tlidori

ji:gja 昼間は見ない。夜飛んでいる。

taha

tikoho

mja:tikoho

NR

hato

?aobato

karabato

?ujibato

kamid3ori

kukkaru

kIdutlikja

rnatagarasu

●●

Cu:S&

?akacigi

NR

?uguisu

majikjo ウグイスの子。

cibari

med3iro, med3iroggwa

jumundur

ト

バ
ン
オ
ト
ビ
リ

ラ
ァ
ト
。
ハ
ウ
類
ド

ズ
カ
バ
ス
ミ
ョ
キ
類
リ
ゲ
ヨ
ス

ウ
類
ァ
ジ
ラ
セ
シ
ッ
メ
ド
ヒ
ヒ
イ

フ
ト
ズ
キ
カ
ワ
カ
シ
バ
ヨ
カ
ソ
グ

ミ
〈
カ
ア
キ
ッ
ヒ
ア
イ
ウ

B9

B10

B11

B12

B13

B14

B16

B17

B18

B19

０
２
３

２
２
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ

セッカ

メジロ

スズメ
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B24ルリカケス

B25ハシブトガラス

B26ニワトリ

カモ類

〔爬虫類〕

R1ヤモリ類

R2トカケ類

R3キノポリトカケ

R4ヘビ類

R5リュウキュウアオヘビ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメハブ

R11カメ類

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

A2カエル類

A3オタマジャクシ

〔昆虫類・その他〕

I1チョウ（ガ）

12セミ類

13トンボ類

14バッタ類

15カマキリ類

16ゴキブリ類

17ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チビアシナガバチ

ジバチSP

I9ハエ類

110カ類

jamaCu:Ja
-

garasl

tur｡kuga(昔),tamago(今）卵

kamo

dinagirja

NR

kujokuja｡timmaburjaとは魚の名前

muli。普通の虫は?ummuji

?o:nad3iri

gara:sip

mattap

Ca:CaO

habu

kwahad3arap

kaml

situmor(i)

biki

?o:bikiアマミアオガエル

?ataribiki大きいカエルで食べられる。

biru

habirja

gi:ja

?iceda

gata

?iJJatobannja

kunnjato

hatji

t'iburubatJi

?ahabatli

gajabatJi

mitJabatji

砿i

gad3a']



I11クモ類

I14カタツムリ類

I15ナメクジ類

〔海産動物〕

S1カニ類

S2エビ類

S4貝類

S7ウニ類

S10魚類

ウナギ

〔植物〕

P1サトイモ

P2サツマイモ

P3ヤマイモ

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

木

草

竹

蔓

イヌマキ

イタジイ

ソテツ

P11マツ

P12ガジマル

花富(kidum)

〔哺乳類〕

M2ネズミ類

M3ネコ

kubuo kubunsIクモの巣

tindar

nabikud3iri

rnaga0田にいる毛のはえているカニ

?ajigaU川にいるカニ

timma田の畦に穴を開けるカニ

?ipイセエビ類

tal]gaテナガエピ類

?uliggwaタカラガイ類

juni｡gatiti

?unak

?umu

hanusi

karaサツマイモの蔓

ko:Ja｡jama9

?ahako:Ja赤くて丸い｡Iimako:faとも言う

jirjuko:Ia白いヤマイモ

taiwaりko:ja太くて長いヤマイモ

ki:

kusa

dehe

katra

kja:gI

Ii:gr

sutit

nariソテッの実

matigr

gatmar｡gatmargI

－27－

山田栄二(M41･8･29)

nndim

●

rnja:
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?iq

Jiji(昔)。

?wa:

?uji

Cind3a:

?umag

ギシ
、
ノ

マ
カ
類

類
ヤ
タ
ク

シ
シ
、
ノ
ｆ
、
ズ

シ
ウ
サ
類
ミ
バ
ハ

ヌ
ノ
タ
シ
ギ
マ
Ｊ
ワ
ジ
ギ
ン
マ
シ
ノ

イ
イ
ブ
ウ
ャ
ウ
類
カ
ア
サ
バ
ア
サ
コ

く

４
５
６
７
８
９
鳥
１
２
３
４
６
７
８

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

?ino:JiJi(今）

?atO:ho:

sirikak夏にやって来る。

NR

k3mi:r

Ji:gja夜行性。あまり飛ばない。美味。

taha

k'uOo:

mja:tikoho:

hato

?o:bato

karabato｡pIpippi:ppI:と鳴く

?Ujibato

kamdu:r(i)

kukkjarUこれが鳴くと海亀が卵を産易

tikkja:

rnatagara:su

Cu:s:

?akacigi

?ijokukum

?uguisu

maJikjo:

tJimtJimdur(i)

？

jumundur

jamaCu:Ja

gara:s1

ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト‘

カワセミ

アカショウピン・

キツツキ類

ツバメ類

ヒヨドリ

アカヒゲ

イソヒヨドリ

ウグイス

B10

B11

B12

B13

B14

B16

B17

B18

B19

と海亀が卵を産象に上がる

B20セッカ

B22メジロ

B23スズメ

B24ルリカケス

B25′、シプトガラス

〔爬虫類〕

R4ヘビ類

5リュウキュウ

muji

?o:napリュウキュウアオヘピ
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ア
寺
、ノヒス

タ
ラ
マ
ン

ガ
カ
ヤ
ブ

ア
ヒ
ハ

６
７
８
９

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

gara:sup

nattap

Ca:Ga9

matIimu'](昔)。 habu(今）

k'i:nap 金ハブ

kuwad3arap

kami:

R10ヒメ′、プ

R11カメ類

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

A2カエル類

〔昆虫類･その他〕

I1チョウ

I2セミ類

I3トンボ類

sitirno:r

biki

tIo:tJo

k'i:ja(総称）

?ihe:da｡?e(he):da

ja:maPehe:daヤンマ類

gata:

?ifito:mjai、

hatli

tiburuba(:)tji

?ahabatji

gajabatJi

k'umu｡k'ubu:

tindaruokatatsumuri

I4バッタ類

I5カマキリ類

I7ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チピアシナガバチ

I11クモ類

I14カタツムリ類

〔海産動物〕

S1カニ類

S2エビ類

nlagaI]田にいるカニで美味しい。

?i:pイセエビ類

tal]gaI]テナガエビ類

sei小さなエビ

tammja:タニシS4貝類

S10魚類

ウナギ

〔植物〕

P1サトイモ

P2サツマイモ

P3ヤマイモ

?una:k

?umu:

hanu:sI今は?imo

jamaimo山に自生しているヤマイモ

ko:ja人間が植えてあるヤマイモ
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kI:

kusa

dだ：

katra:

Ji:ogI:は付かない。実で粥を作った

matIgi:

tiruこ

イ

い

ジ
よ

タ
シ
し
孫

木
草
竹
蔓
イ
マ
ゴ日二肩

４
５
６
７
９
，
付

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｆ

rnaga

押井彬(T9．9．26)

中村ユキ子(T8･11．15)

押角(?ujikjaku)

ギシ
、
ノ

マ
カ
類

類
類
ャ
タ
ク

リ
類
シ
シ
類
、
ｊ
く
ズ

モ
ミ
シ
ウ
サ
類
リ
ミ
バ
ハ

、
〕
ウ
ズ
コ
ヌ
ノ
タ
シ
ギ
マ
ー
ー
ワ
ジ
ギ
ン
ド
マ
シ
ノ

類
．
ネ
ネ
イ
イ
ブ
ウ
ヤ
ゥ
類
力
ア
サ
バ
チ
ァ
サ
コ

乳
く

哺
１
２
３
４
５
６
７
８
９
鳥
１
２
３
４
５
６
７
８

ｒ
一
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
－
Ｌ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

ko:mur

nidim

nlja:

?iU

JiJi(昔)。？inoJiIi(今）

?wa:

?uji

Cind3a

?uma

NR

sIrikam

sagja:

NR

hamatIidori

Ii:gja山にいる烏

taha

tikkoho

mja:tikoho

hato

?o:bato鳴くと嫌うト
寺
、ノ

オ
ト

ア
ト
バ

カ
バ
ス
ミ

類
ァ
ジ
ラ
セ

ト
ズ
キ
カ
ワ

、

カ

ノ

０
１
１
１
Ｂ
Ｂ

●●●●●●

?uJibato

kamdur(i) 神様の烏だから石を投げるな



B12アカショウビン

B13キツツキ類

B14ツバメ類

B15セキレイ類

B16ヒヨドリ

B17アカヒケ

B18イソヒヨドリ

B19ウグイス

B21サンコウチョウ

B22メジロ

B23スズメ

B24ルリカケス

B26ニワトリ

〔爬虫類〕

R1ヤモリ類

R2トカケ類

R3キノポリトカケ

R4ヘビ類

R5リュウキュウアオヘピ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメハブ

R11カメ類

〔両生類〕

A2カエル類

A3オタマジャクシ

〔昆虫類・その他〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

I3トンボ類：

I4バッタ類

k?ukkjaru

NR

tsUbame

NRtahadur(i)かも知れない

昔はよく食べた
●●

Cu:S1

?akacigi

?iJokukum

malikjo日土迄は?uta:Jikagoで捕った

dinaga

●●

sa:xnl

jumundur(i)

NR

tu.r・tamago(卵）

Jarnorl

NR

kujokuja

muli

?o:nagi:r

gara:sup

rnatta:p

Ca:Cal]

－‐31‐一

hagomu']｡hagomununuuddo:(ハブがいるぞ－）

kwahad3ara:p

kaml

biki

?o:bikiアマミアオガエル

?ottombiki山にいる大きいカエル

biru

habera｡tlo:tIo

k'i:ja｡ki:jaki:jaと鳴く

?eheda

jama?eheda

gata
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カマキリ類

ハチ類

スズメバチ

ジバチSp

アリ類

ハエ類

クモ類

?ilato。いぼをかませる

hatji

tiburuba:tji｡t'iburi(頭）

mitIaba:tji｡mitJa(zt)

?a:r｡?a']

①§：

kubu

marukubu丸いクモで喧嘩をさせた

コガネグモsp？

slbさ夜の明りに集まる小さな虫フン虫？

I5

I7

８
９
ｕ

ｌ
１
１

不明

〔海産動物〕

S1カニ類 gal]

ko:gaU川にいるカニ

timma爪が赤いカニ。豚と喧嘩をさせた

オカガニsp？

taOgaテナガエピ類

s§：小さなエビ

?amal]

?ju:

una:k

①una

taju

S2エビ類

S3ヤドカリ類

S10魚類

ウナギ

フナ

メダカ

〔植物〕

P1サトイモ ?umu

mud3i｡ta:?umuの茎。畦に植えた。

hanu:si

ko:Ja

kI:

kusa

dもh色

k'imd3ehe生け垣を作る

jamadgh息山竹tiru(籠）などを作る

katra

kja:gr｡kja:ginumiイヌマキの実

sIti:tI

nariソテッの実

２
３
４
５
６

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

サツーマイモ

ヤマイモ

木

草

竹

ホウライチク

ホテイチク

蔓

イヌマキ

ソテツ

P7

P8

P10
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rnatigI:

gatrna:r

kumi。？ini稲

giqgit

?ahamomo

ー

nlurnogl

makaja

juho擢を作る木

bohoシイの木の棒

P11マツ

P12ガジマル

P13コメ

ゲッキツ

モッコク

ヤマモモ

チガヤ

不明

棒

〔付記〕

長雨

いらか

ままごと

尾（動物）

押角は、秋徳などと異なり、

nagam6?arapoその頃にホトトギスが鳴く

?irikja

mu,]kar

dibo:

おっとりhaJihaliした表現をするとのこと

イネ(T6．3．25)

ノリ子(T3．11･8)

タケ子(T元・12．4)

福
福
西

田
田

佐知克(sad3o:ho)

ギシマ

類
類
ヤ

リ
類
シ
シ
類
、
ノ

モ
ミ
シ
ウ
サ
類
リ
ミ

ー
》
ウ
ズ
コ
ヌ
ノ
タ
シ
ギ
マ
。
ワ
ジ
ギ
ン
ド
マ

類
．
ネ
ネ
イ
イ
ブ
ゥ
ャ
ウ
類
力
ア
サ
バ
チ
ァ

乳
／
ｌ

哺
１
２
３
４
５
６
７
８
９
鳥
１
２
３
４
５
６

－
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
ｒ
一
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

ko:mori

nidim

mja:

?iU

?inolili。

?wa:

?uli

cind3a:

?uma:

Iili

?atoho

sirika:p

sagja｡firusagja

kImir

hamatlidori

ji:gja山にいる。夜行性であまり飛ばない



Ｊヵ
類
タ
ク

ｒ
、
ズ

寺
、
、

ノ
〃

一
柵
斗

４３

－
７
８
Ｂ
Ｂ

taha

k'u:Oo:

mja:tku#o

hato

?o:bato

karabato

?ulibato

kamdur

kukja:ru

ki:tikkja

rnatagarasu

Cu:si
(u)

?akacigi

?iJokukum

mafikjo:o

NR

med3iro

jumundur

jamaCu:Ja

gara･su

tur

kuga(昔）

ア

ト

ン
ス

寺
、

ゲ
ウ

〃

オ
ト
ビ
リ
ラ
力
『

ア
ト
バ
ウ
類
ド
ス
ガ
ト

類
キ

カ
バ
ス
ミ
ヨ
キ
類
リ
ゲ
ヨ
ス
ケ
ト
リ

類
類
リ

ウ

類
ァ
ジ
ラ
セ
シ
シ
メ
ド
ヒ
ヒ
イ
カ
ロ
メ
カ
プ
ト
リ
ゲ
ポ
類
ユ

ト
ズ
キ
カ
ワ
カ
ツ
バ
ヨ
カ
ソ
グ
ッ
ジ
ズ
リ
シ
ワ

可
ジ
モ
カ
ノ
ピ
リ

、

カ
ァ
キ
ッ
ヒ
ア
イ
ゥ
セ
メ
ス
ル
ハ
’
一
卵
類
ヤ
ト
キ
ヘ

ノ

虫

０
１
２
３
４
６
７
８
９
０
２
３
４
５
６

爬
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

ｆ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

今はtsubameと言う

海の岩の端で鳴いている

ugujusi

tamago(今）

Jarnorl

dinagirja

malukuja

muli

?o:nagir

garasup
(bi)

Inatta:p

Ca:Cal]

matjimu9

kuwad3ara:p

R5リュウキュウアオヘピ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメハブ

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

A2カエル類

NR

biki:
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tambiki:田圃にいる小さいカエル。

?ataribiki山にいる大きいカエル。食べられる

taju:

tabiruヒル（？）のことだと言う

A3オタマジャクシ

〔昆虫類・その他〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

I3トンボ類

habera(昔)｡tJo:tJo(今）

k'i:ja

?ihe:da

kani:ma']ヤンマ類

gata:

sato。おかしなしぐさで舞わすことを?ijitobaOという

hatji

t'iburubatli

?ahabatli

gajabatji

?aOkobatli地面に穴を堀る･これが飛ぶと梅雨が上が

る

?aO

従i

gad3aO

kubu

tindar

nabekud3iri

バッタ類

カマキリ類

ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チピアシナガバチ

ジバチSp

I4

I5

I7

類リ
類
ム
ジ

噛
墹
類
蝋
抑
〃
物
蝋

ア
ハ
カ
ク
カ
ナ
動
力
産

８
９
加
ｎ
Ｍ
妬
海
１

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｓ

gal]

Inagaり畦に穴を開ける毛の生えたカニ

?ahagaﾛ田にいるカニ

?i:pイセエビ類

taqgaテナガエビ類

sさi小さなエビ類

tammja

?ju:

S2エビ類

S4貝類

S10魚類

〔植物〕

P1サトイモ ?umu畑の溝などに植えた

?aha?umu根茎が赤い

mud3iイモは食べられない
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hanusi

kola

ki

kusa:

dih6

katra:

kja:gi

Ii:gi

sIti:tI

narl ソテツの実

matigI

２
３
４
５
６
７
８
９

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

サツマイモ

ヤマイモ

木

草

竹

蔓

イヌマキ

イタジイ

P10ソテツ

P11マツ

〔付記〕

罠 Wana:o jama:

池田義男(T8．1･5)秋徳(?aktok)

〔哺乳類〕

M1コウモリ類

M2ネズミ類

M3ネコ

M4イヌ

M5イノシシ

M6ブタ

M7ウシ

M8ヤギ

M9ウマ

〔鳥類〕

B1カワウ

B2アジサシ類

B3サギ類

ko:mori

nidrm

InJa:

?iり

?inolili

?wa:

?uji

cind3a

?uma

?atoho

sirIka:ku

sagja

Iirjusagja白いサギ

kurusagja黒いサギ

gunllrl

tlidori

ji:gja夜行性

taha

Cakusaタカの一種でtahaより強い

バン

チドリ類

(アマミ）

サシバ〈

４
５
６
７

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

ヤマシギ

(タカ）
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ko:ho:

mja:tiko:ho:

hato

?aobatopi:pato:と鳴く

karabatokukukku:kku:と鳴く

?uIibatomo:と鳴く

ko:gar]

?itIugahaOitIu(美しい）絹糸はitlugi0と言う

kitsutsuki

matagarasu(昔)tsubame(今）

NR

B8コノハズク類

ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

カワセミ

アカショウビン

キツツキ類

ツバメ類

セキレイ類

ヒヨドリ

アカヒゲ

イソヒヨドリ

ウグイス

メジロ

スズメ

B10

B11

B12

B13

B14

B15

B16

B17

B18

B19

B22

B23

Cu:Sj

?akacigi

?ilokuguI]

malikjo.

~

sa:mlggwa

jumunduri

suzurne

Cu:Ja

garasu

tur(u)

今はmed3iroと言う

人が話すように鳴くからそういう。

B24ルリカケス

B25ハシブトガラス

B26ニワトリ

〔爬虫類〕

R1ヤモリ類

R2トカケ類

R4ヘビ類

jarnorl

malukujao

muli

?o:nad3iri

garasibi

nlattap

Ca:CaO

matjimuり

kawadaraki:

kami

kuIokuja

ビヘオア

ウ
ア
リ

ユ
バ
モ

キ
ヒ
タ
イ

ブ

ゥ
ス
マ
ン
ン
類

ハ

ュ
ラ
カ
ヤ
ブ
メ
類
ケ
ル

リ
ガ
ア
ヒ
ハ
ヒ
メ
、
〕
リ
エ

カ
類
シ
カ

生

５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
両
１
２

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ａ

1rnorl

tambiki

?ata0山にいる
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gaku

tabiru

雨の前にga:kugakuと鳴く

A3オタマジャクシ

〔昆虫類・その他〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

haburu｡tJo:tjo

k'i:rja

?asasaクマゼミ

kani?asasaアブラゼミ

?ihe:da｡he:da

kanima0ヤンマ類

gita

?ilitobaﾛ

hatli

t'iburubatji｡(t'iburi頭）

?ahabatji

gajabatli

d3ibatji

?al]

中§：

gad3am

kubo

manle0オオジョロウグモ？

tindari

nabIkud3ir(i)

I3トンボ類

バッタ類

カーマキリ類

ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チビアシナガバチ

ジバチSp

アリ類

ハエ類

力類

クモ類

14

５
７
１
１

８
９
蛆
ｕ

ｌ
１
１
１

114カタツムリ類

115ナメクジ類

〔海産動物〕

S1カニ類 gaI]

InagaO

?aligaO

?i:p

tanga

se：‘

?amam

?ju:

川にいる毛の生えたカニ

’大きな穴を作るカニ

イセエビ類

テナガエ･ビ類

小さなエビ類

S2エビ類

S3ヤドカリ類

S10魚類

〔植物〕

P1サトイモ ?umu

mud3i

hanusi

葬式の時に刻んで使う

P2サツマイモ
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ko:ja

ki:

kusa

drh6:

katira:

kja:gi

fi:gI

liti:t(i)

narl：

matigi:

ヤマイモ

木

草

竹

蔓

イヌマキ

イタジイ

ソテツ

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

ソテツの実

P11マツ

〔付記〕

小鳥を捕る罠

波

?utali

nagurl

?inanaguri

?u.unaguri

jandonami

小さな波

大きい波

最も大きい波

籾山貞雄(T6．6．20)渡連(duriO)

〔哺乳類〕

M1コウモリ類

M2ネズミ類

M3ネコ

M4イヌ

M5イノシシ

M6ブタ

M7ウシ

M8ヤギ

M9ウマ

M10ウサギ

〔鳥類〕

B1カワウ

B2アジサシ類

ko:mor

nidim

mja:

?iり

剛i

?wa:

?uli

Cind3a

?uma

?usagi

?ato:ho:

sIrika(:)ku

jaj不明
●

sagJa

kimir

tlid3o:rja

キピナゴをねらっている烏

類

類
リ

ギ
ン
ド

サ
バ
チ

３
４
５

Ｂ
Ｂ
Ｂ
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B6(アマミ）ヤーマシギ Ji:gja: 夜行性だから昼の方が捕りやすい。Ji:gja:do:

suiにして食べた

taha

tikoho.

NR

hato

?o:bato

karabato 畑に降りて害を与える

?ujibato

kamdur 撃つと頭が痛くなるから捕るな、と老人が言

っていた

ku4a:ru:

kidi:tWlkja

nlatagaras

tahandur

家の中に入って梁にとまったら不吉(munulir-
ー

Cu:S1

jali)なので、厄払いのために一晩くらい浜に家

を作って泊まる。これをturumadeと言う。これ

はヒヨドリに限らないがスズメが入ってもたい

したことはない。

?akacigi

?isosukum

?uguisu

majikuda ウグイスの子供。ゴム銃で撃って食べた

cibaro tIintlindur

med3iro

sudzumi 昔はjumundurと言った

Cu:Ja

gara:su

tur

kamo

ト
や
、

、
ｌ
ノ

／

ヵ
類
オ
ト

タ
ク
ラ
ア
ト
（

ｒ
、
ズ
ズ
カ
バ
ス
ミ

バ
ハ
ウ
類
ァ
ジ
ラ
セ

シ
ノ
ブ
ト
ズ
キ
カ
ワ

サ
コ
ミ
ハ
カ

B7

B8

B9

B10

B11

B12

B13

B14

B15

B16

アカショウビン

キツツキ類

ツバメ類

セキレイ類(？）

ヒヨドリ

B17

B18

B19

アカヒゲ

イソヒヨドリ

ウグイス

スーフ

ス
ガ
ケ
ト
リ

類
類

カ
ロ
メ
カ
ブ
卜
類
リ
ゲ

ッ
ジ
ズ
リ
シ
ワ
モ
、
』
モ
カ

セ
メ
ス
ル
ハ
ニ
力
類
ヤ
ト

虫

０
２
３
４
５
６

２
２
２
２
２
２

爬
１
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ

Jarnor

dIna:gira 尾(dibo:)がよく切れる。

いる

(kuIoコショウ）

砂地に潜って

R3キノポリトカゲ kujokuja。
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ヘビ類

リュウキュウアオヘピ

muji

?o:nad3iri

garasibi:

mattap

Ca:CaO

matJjmun]

ku.ad3irja

kami

尚
／
ア
リ
／

ユ
バ
モ

キ
ヒ
タ
イ

・
フ

ウ
ス
マ
ン
ン

〈

類
ユ
ラ
カ
ャ
ブ
メ
類
ケ

ビ
リ
ガ
ア
ヒ
ハ
ヒ
メ
ベ
ｊ
リ

ヘ
力
類
シ生

４
５
６
７
８
９
蛆
Ⅱ
両
１

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
〆
Ｌ
Ａ

田の畦に多い

so:tImuraしっぽが二つあると縁起がよい。天からおち

て来るといわれる

biki

?ataribiki山にいる大きいカエル

bikiggwa

A2カエル類

A3オタマジャクシ

〔昆虫類．その他〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

habira(小さいチョウ)tIo:tlo

k'i:ja:

kanik'i:ja:大きいセミ

?e:da

?ahaPe:da

jamaturjaヤンマ類。おとりの雌で雄を捕まえる。

jamaturja:koikoiと唱えた

gata:

?ilitobaO タバコのヤニを食わせて音楽に合わせて踊

らす。家に入ると縁起が良い。

ha:tli

trburuba:tji

?aha:ba:tJi

gajaba:tIi

?aI]

中邑：

gad3aI]

kubu｡kubunsi:クモの巣

mukade

tindar

nabIkud3ir

13トンボ類

I4バッタ類

I5カマキリ類

ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チビアシナガバチ

アリ類

ハエ類

力類

クモ類

ムカデ類

カタツムリ類

ナメクジ類

I7

８
９
的
ｎ
週
Ｍ
妬

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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muji

?und3o:muJi毛虫の一種

kjagimujiイヌマキにつく虫

ja:kImuliホウセンカにつく虫(tamakuraホウセンカ）

虫一般

Ｊ
類
類

物
一
一
ピ

動
カ
エ

産海
１
２

Ｅ
Ｓ
Ｓ

gaO

?ip

taUga

se：

?ju:

?unak

イセエビ類

テナガエビ類

小さなエビ類

S10魚類

ウナギ

〔植物〕

P1サトイモ ?umu

mud3i 畑に植える。茎は白い。お盆のとききざんで供

える

hanusiP2サツマイモ

P3ヤマイモ Jarnalrno

ko:Ja

Jirju:ko:Ja白いヤマイモ

?aha:ko:Ja赤いヤマイモ

ki:

dIhe

katira:

kja:gi

kja:イヌマキの実。昔よく食べた

ji:gi:

sIti:trsitrtigaiソテツ粥

nari実一般

matigr:

キマヌ

木
竹
蔓
イ

４
６
７
８

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

P9イタジイ

P10ソテツ

P11マツ

〔付記〕

砂地

食べろ

茶召しあがれ

君（きゑ）

貴方

kanekud3i

kam3

tJa:miIori

?ura

nami｡nammja:(貴方は）
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ギシ
、
ノ

マ
カ
類

類
ャ
タ
ク

リ
類
シ
類
、
ノ
く
ズ

モ
ミ
シ
ギ
ゥ
類
リ
ミ
バ
ハ

ー
ー
ウ
ズ
コ
ヌ
ノ
タ
シ
ギ
マ
サ
ー
ｊ
ワ
ギ
ン
ド
マ
シ
ノ

場
類
コ
ネ
ネ
イ
イ
ブ
ウ
ャ
ウ
ウ
類
力
サ
。
ハ
チ
ア
サ
コ

脚
乳
く

安
哺
１
２
３
４
５
６
７
８
９
蛆
鳥
１
３
４
５
６
７
８

－
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
〆
Ｌ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

数島宮福（80代の男性）

ko:mori

nidIm

mja:

?iり

jiji

?wa:

?uji

cind3a:

?uma

?usa:k

?atGo･ho.

sagJa:

kimiru(ggwa)

tlidori

Ji:gja:

taha

tiko:ho:tiko:ho:と鳴く

mja:tiko:ho:mja:mja:と鳴く

?udzura

hato

?o:bato:

karabato:

?ulibato:

kamduri

kwaha:ru:農作物が繁茂す馬

kutu:dukja

matagaras

tjintjinta:｡una:gja:

Cu:si

?aka.cige

?iso:sIkum

?uguisu

majikuda大きくたったらウ

ミフウズラ

ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

カワセミ

アカショウピン

キツツキ類

ツバメ類

セキレイ類

ヒヨドリ

アカヒゲ

イソヒヨドリ

ウグイス

B9

B10

B11

B12

B13

B14

B15

B16

B17

B18

B19

農作物が繁茂する頃に鳴く

大きくなったらウグイスになる
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gaja:jumunduriggwa

med3iro

jumunduri(ggwa)

gara･su

kamo

k2ptJoho： 海に潜って魚をとる

ピヘオア

ス
ウゲ
ラ
カ
ュ

ガ
ト
キ

ト

類
類
リ

ウ

カ
ロ
メ
ブ
リ
ゲ
ポ
類
ユ

ッ
ジ
ズ
シ
モ
明
可
ニ
モ
カ
ノ
ビ
リ

セ
メ
ス
ハ
力
不
類
ヤ
ト
キ
ヘ

虫

０
２
３
５

爬
１
２
３
４
５

２
２
２
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

]arnorl

dina:gira:

kuJo:kuja

mujio mujinuud

?o:na:d3i

●●●

gara:s1C1p

rnatta:p

Ca:Ca:9

matJimuOo habuo

kwaha:d3irjak

kami

uddoヘビがいるぞ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメハブ

R11カメ類

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

A2カエル類

sotsurnura

biki:

?ataribiki大きいカエル

?o:biki:アマミアオガエル

bikinukwa:｡bikiOkwaA3オタマジャクシ

〔昆虫類・その他〕

I1チョウ hab3ra:

?o:habira青いチョウ

IiruhabIra.白いチョウ

k'i:ja.小さいセミ

?asa:sa大きいセミ

?e:da:

?ahae:da赤いトンボ

jama:turja:ヤンマ類

gata:

?iJito:baO

kund3a･to:

I2セミ類

I3トンボ類

バッタ類

カマキリ類

ゴキブリ類

I4

I5

I6
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hatli

tiburubatIi

?aha･batli

gaja･batli

gad3al]

kubu:

muka･de｡jamamuka.de

tindarigjo.

nabikud3iri

I7ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チビアシナガバチ

I10カ類

I11クモ類

I13ムカデ類

I14カタツムリ類

I15ナメクジ類

〔海産動物〕

S1カニ類 magal]毛が生えているカニ

Ii:gaq畑に穴を開ける小さなカニ

?i:p

tal]ga:川にいる

tammja.タニシ

jakug色ヤコウガイ

magai？

kurubu？

mariminja.アワビの一種

jugwarami？

gati.ti実（卵巣）が多い

S2エビ類

S4貝類

S7ウニ類

Junl

下八重子(T15生）

川八千代(T5生）

山
吉

諸鈍

〔哺乳類〕

M1コウモリ類

M2ネズミ類

M3ネコ

M4イヌ

M5イノシシ

M6ブタ

M7ウシ

M8ヤギ

M9ウマ

ko:mori

nidIm

●

Inja:

?iO

jiIi

?wa:。 ？waﾛkwa･子ブタ

?uji

cind3a

?uma.
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〔鳥

B1

B3

B4

B5

B6

B7

B8

類〕

カヮウ

サギ類

バン

チドリ類

(アマミ）ヤマシギ

サシバ（タカ）

コノハズク類

?ato:ho:

sagJa

kumrr(u)

tlid3u:rja:

Ji:gja:

taha.

tiko:ho

mja:tiko:ho: ネコの鳴き声に似る

hato

?o:bato

kara:bato

pI:patoo pipippippiと鳴く

?ujibato

kamduri

k'"a:ruo kuwaru

カラスの赤い着物と取り替えて、烏につつかれている。

mata:garasu

Cu:S1o Cu:duri

?akaCigi(durigwa)

?iIo:kuguO

malikjo 大きくなったらウグイスになる

med3irosa:miとは聞かない

jumunduri

gara(:)su

niwa:turi｡ kuga(卵）

B10ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

B11カワセミ

B12アカショウビン

ス
ゲ
ウ

リ

ラ
カ
ュ

ド
トガ
キ

類
リ
ゲ
ョ
ス
ト
リ
ゥ

類
類
リ

メ
ド
ヒ
ヒ
イ
ロ
メ
ブ
ト
リ
ゲ
ポ
類
ユ

バ
ヨ
カ
ソ
グ
ジ
ズ
シ
ワ
一
Ｊ
モ
カ
ノ
ビ
リ

ッ
ヒ
ア
イ
ゥ
メ
ス
ハ
｜
一
類
ヤ
ト
キ
ヘ

虫

３
６
７
８
９
２
３
５
６
爬
１
２
３
４
５

別
別
別
別
別
別
即
即
剛
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

jalnorl

dina.girja尻尾が切れるのでそう言う

kulo･kuja

muli

?o:nad3iri

gara:subi｡garasubi:

mattap｡matabu:

Ca:CaU

matJumu0。habu

R5リュウキュウアオヘビ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ
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kuwa:d3irak

kami

R10ヒメ′、ブ

R11カメ類

〔両生類〕

A2カエル類 biki

?ataribiki大きいカエル

?o:bikiアマミアオガエル

NRA3オタマジャクシ

〔昆虫類･その他〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

I3トンボ類

I4バッタ類

haberuo tJo:tJo

k'i:ja ミーミーとかシャンシャンと鳴く

?e:da

gata

?appamigata 犬きいバッタ

?ilitobaり

k'unnjato

hatIi

t'iburubatJi

?ahabatji

gajabatIi

d3ibatji

●も：

gad3am

kubu(:)

t'indari

nabi･kud3iri

I5カマキリ類

I6ゴキブリ類

I7ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チピアシナガバチ

ジバチSp

I9ハエ類

I10カ類

I11クモ類

I14カタツムリ類

I15ナメクジ類

〔海産動類〕

S1カニ類 gan

t3mma：

?i:p

tal]ga川にいる

s色：小さいエビ

?amam

toho

?ikja

gatiti食用にする

juni

S2エビ類

類リカ
類
類
類

ド
コ
カ
ニ

ヤ
タ
イ
ウ

３
５
６
７

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ



－48－

?iju

?abasIハリセンポン

?o:?urumeタカサゴ

nikjo:ユゴイの一種

tigiraボラの子ども

S10魚類

〔植物〕

P1サトイモ ?umu

ta:?umu

mud3i

hanusIo

ko:Ia

kja:gI

sititI

タイモ

茎

kara蔓や葉のことP2サツマイモ

P3ヤマイモ

P8イヌマキ

P10ソテッ

〔付記〕

虹 no:k

ブカ
類

類
類
タ
ク

リ
類
シ
シ
類
く
ズ

モ
ミ
シ
ギ
サ
類
リ
バ
ハ

『
』
ウ
ズ
コ
ヌ
ノ
タ
シ
ギ
マ
サ
『
〕
ジ
ギ
ン
ド
シ
ノ

路
類
コ
ネ
ネ
イ
イ
ブ
ウ
ャ
ウ
ウ
類
ア
サ
バ
チ
サ
コ

島
乳

路
与
哺
１
２
３
４
５
６
７
８
９
蛆
鳥
２
３
４
５
７
８

与
〆
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
《
Ｌ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

ムメ(S5．8･21)栄

ko:mori

nidu･m

Inja:

?il]

Jiji:

?wa:

?uj

cind3a

?uma

?usa:k

suruka:p

Jiru.sak

ku:ru(gwa)。

tlid3u.rja:

taka

tukoho:
。●

ke:ru



B10

B11

B12

B13

B14

B16

B17

B19

B22

B25

B26

ハト類

カラスバト

カワセミ

アカショウビン

キツツキ類

ツバメ類

ヒヨドリ

アカヒゲ

ウグイス

メジロ

ハシブトガラス

ニワトリ

カモ

〔爬虫類〕

R1ヤモリ類

R2トカゲ類

R3キノポリトカゲ

R4ヘビ類

R5リュウキュウアオヘビ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメハブ

R11カメ類

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

A2カエル類

A3オタマジャクシ

〔昆虫類・その他〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

I3トンボ類

hato

?ulibatoo rne:mO:と鳴く

kamd5ori.

kukkaru

NR

matagaraSu これが飛ぶと雨になる

●●

Cu:sl

?akagigi:

malikjo:

med3iroo sa:mlとは言わない

gara:"

tu:rio koga(卵）

utu:r 雄鳥

mltu:r 雌鳥

kao

号-－49－

NR

donogirja:

timmahurja:。 上ばかり見ているからこういうとのこと

●●●●●●

O:nOr

h6･p

matta･p

Ca:q

hap｡bE・

kwa:d3arak

kaur

sotnlo:r

biki:

?awagaku:

bikinUkwa:。

アマガエル？

otamad3akuli

habura:

k'i:ja.

礎:da．

tIo:tlo

k'tjak'i:jaと鳴く
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?a:6da.

gata.

?ijatomai

k'unnjato

ha･tJ!

t'uburubatlituburu(頭）のdo

gajaba.tj!

mitlaba･tIimitjaとは士のこと

?a.ﾛ

“i

kimbeiキンバエ

gad3a･m

kubu｡ kubunsu:クモの巣

４
５
６
７

１
１
１
１

バッタ類

カマキリ類

ゴキブリ類

ハチ類

スズメバチ

チピアシナガバチ

ジバチSp

アリ類

ハエ類

のような巣をつくる

I8

I9

類リ
類

類
ム
ジ

類
デ
ツ
ク
Ｊ
類

類
モ
ス
ダ
メ
物
一
一

カ
ク
ヤ
カ
ナ
動
力
産

刈
Ⅲ
遡
皿
賜
海
１

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

tinduru

tundari

nabekud3iri

gal]

rnagaﾛ川にいるカニ

hamma浜にいるカニ

gasarna．ガザミ

?i:p

tal]ga川にいる

?awa:m

minja

tammjaタニシ

tO:

?ikja:

gatu.tj

?iju

?aba:siハリセンポン

?udu: ウツボ

sabaサメ

?i:エイ

?erabutliブダイの一

Ciki:スズメダイの－1

S2エビ類

S3ヤドカリ類

S4貝類

S5

S6

S7

S10

類
類
類

コ
カ
｜
一
類

タ
イ
ウ
魚

、ブダイの一種

スズメダイの一種



〔植物〕

P1サトイモ

P2サツマイモ

P3ヤマイモ

P4米

P12ガジマル

カボチャ

木の葉

花

〔付記〕

虹

請島

池地(?iki)

〔哺乳類〕

M2ネズミ類

M3ネコ

M4イヌ

M5イノシシ

M6ブタ

M7ウシ

M8ウマ

M10ウサギ

〔鳥類〕

B1カヮウ

B2アジサシ類

B3サギ類

B4バン

B5チドリ類

Inarugara

nebari

?ilinebari

?umu

ta:rnu

mud3i

hanusio

ko:la

?a:ko:Ja

Jiruko:Ja

ki:i

gatma:ri

t'ubu･r

kid3iba

hana

no:k

nndim

rnJa:

?町

jiIi

?wa

?uji
o

?mma

?usak

bimbosak

sIrikap

sa:k

gnmnr(i)

t'Iid3urja

ヒラアジの一種

メバルの一種

メバルの一種

タイモ

茎

kara蔓や葉

－51－

福原哲二(T12．9．1)
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(アマミ）ヤマシギ

サシバ（タカ）

コノハズク類

ji:gja 夜行性で山にいる

ta:

．：

tikoho

mjatko

hato

?o:bato
．・古

karabato

?ujibatO 牛のように鳴く

kamdurggwa

kjokkjoro(:)

ki:trkkja

matagarasi
◎

Cu:S!

?akacigi

?ijikugum

malikjo ホーホケキョともチャッチャッとも鳴く

drnagadur

med3iroo sa:mlggwaと祖母が昔に言ったようだ
●●

jumudur

jama?ju:Ja ？』a:Iaとは唖のこと

garasio

tur

６
７
８

Ｂ
Ｂ
Ｂ

ト

ス
ゲ

や
、ノ

ン
ウ

オ
ト
ビ
リ
ョ
ラ
カ

ァ
ト
バ
ウ
類
ド
ト

チ
ス
ガ

ヵ
バ
ス
ミ
ョ
キ
類
リ
ゲ
ヨ
ス
ゥ
ヶ
ト
リ

類
類
リ

類
ア
ジ
ラ
セ
シ
シ
メ
ド
ヒ
ヒ
イ
コ
ロ
メ
カ
ブ
ト
リ
ゲ
ポ
類

ト
ズ
キ
カ
ワ
カ
ツ
バ
ヨ
カ
ソ
グ
ン
ジ
ズ
リ
ジ
ワ
ー
ー
モ
カ
ノ
ビ

カ
ア
キ
ッ
ヒ
ア
イ
ウ
サ
メ
ス
ル
ハ
二
類
ヤ
ト
キ
ヘ

、〃

虫

ｕ
岨
過
Ｍ
鮒
Ⅳ
肥
岨
虹
助
銘
拠
坊
鮒
爬
１
２
３
４

Ｏ１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

NR

dinagirja

maJokuja

Cip

?o:nak

C1p

mattap

CaO

mad3imuり。

kwa:d3arap

kami

R5リュウキュウアオヘビ

R6ガラスヒバァ

R7アカマタ

R8ヒャン

R9ハブ

R10ヒメ′､ブ

R11カメ類

〔両生類〕

A1シリケンイモリ

muji

sodumor
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biki

gaku

NR

A2カエル

アオガエル？鳴くと雨が降る●

A3オタマジャクシ

〔昆虫類．その他〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

habira

?amagak

?asasa 山にいる大きいセミ

?enda

?a:saﾛ§nda。 ？a:sa,〕赤い

jamagnda

gata

Jurnu

?加

中もi

gad3am

kubu

13トンボ類

類

類
リタ
キ
類
類
類
』
類

シ
マ
リ
エ
類
モ
物
ニ

バ
カ
ァ
ハ
カ
ク
動
力
産

４
５
８
９
蛆
ｕ
海
１

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｅ
Ｓ gal]

ta:gaO毛が生えているカニ

grdima:ga0紫色のカニ（オカガニ？）

hamma……

?i:p

tal]ga

sEi小さなエビ;§

?amam

S2エビ類

S3ヤドカリ類

S10魚類

ウナギ

フナ

メダカ

不明

〔植物〕

P1サトイモ

?unak

①una

tajuo

mikjo

tajuggwa

オオグチユゴイ？

?umu

田圃に植える

茎

ta:uxnu

mud3i

bal

hanusl

クワズイモ

P2サツマイモ
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ko:la

ki

kusa

d色

kemd3e

kadira

kja:gi

ji:gi

Ji:椎の実

sItitr

nariソテッの実

Inatu

kumI。？iniイネ

n6i｡momモミ

tubira

３
４
５
６

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

ヤマイモ

木

草

竹

ホウライチク

蔓

イヌマキ

イタジイ

７
８
９

Ｐ
Ｐ
Ｐ

P10ソテツ

P11マツ

P13コメ

苗

トベラ

〔付記〕

海？umi：

浜hama

潮干狩？iJu

生えているmI:tuD

類
類

ｊ

リ
類
シ
シ
類

モ
ミ
シ
ウ
サ
類
リ

亭
勺
■
ユｋ？
１
－
ウ
ズ
コ
ヌ
ノ
タ
シ
ギ
マ
Ｊ
ワ
ジ
ギ
ン
ド

ｕ

く
類
．
ネ
ネ
イ
イ
ブ
ウ
ヤ
ウ
類
力
ア
サ
バ
チ

室
乳
阿
哺
１
２
３
４
５
６
７
８
９
鳥
１
２
３
４
５

請
↑
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
｜
Ｌ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

久保成雄(S6．12．16)

ko:mori

nIdim

mja:

?II]

Jiji:

?wa:

?u:Ii

Cind3a

?uma:

?ato:

sirika:ko

sa:k

kimIr

hamad3o:r

kasodur
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Ii:gja:

ta:

mjatkoho

hato:

？o:bato・

karabato:

?ulibato.

kamd3or(u)

kwa:ru

ki:tikkja:

matagaras!O

Cu:S!

?akaci･k

?ilo:kugum。 ？iIo：潮干狩や釣りのこと

B6(アマミ）ヤマシギ

B7サシバ（タカ）

B8コノハズク類

B10ハト類

ズアカアオバト

キジバト

カラスバト

B11カワセミ

B12アカショウビン

B13キツツキ類

B14ツバメ類

B16ヒヨドリ

B17アカヒケ

B18イソヒヨドリ

B19ウグイス

B20セッカ

B21サンコウチョウ

B22メジロ

B23スズメ

B24ルリカケス

B25ハシブトガラス

B26ニワトリ

〔爬虫類〕

R2トカゲ類

R3キノポリトカゲ

R4ヘビ類

mjalikjo

tjintji'] セキレイかも知れない

dina:gja:

med3iroo sa:miとは言わない

jumudur

?ju:Ja:

gara:si．

tU:ro kuga:(卵）

dinogirja

NR

NR

h6:p

NR

rnatta:p

Ca:I]

ha:p

kwa:d3irja:k

kami:

ビヘオア

ウ
ア
リ

ユ
バ
モ

キ
ヒ
タ
イ

ブ

ウ
ス
マ
ン
ン
類

ハ

ュ
ラ
カ
ャ
ブ
メ
類
ケ
ル

リ
ガ
ア
ヒ
ハ
ヒ
メ
、
Ｊ
、
ソ
エ

カ
類
シ
カ

生

５
６
７
８
９
加
ｎ
両
１
２

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ａ

si:tmo:r

biki
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〔昆虫類・その他〕

I1チョウ（ガ）

I2セミ類

I3トンボ類

I4

15

I7

I8

I9

バッタ類

カマキリ類

ハチ類

スズメバチ

アシナガバチ

チビアシナガバチ

アリ類

ハエ類

I11クモ類

〔海産動物〕

S1カニ類

S2エビ類

S3

S10

ヤドカリ類

魚類

ウナギ

フナ

メダカ

〔植物〕

P1サトイモ

gaku:

tIo:tJo:｡habiraガ

ki:ja:

jamatob6

ro:ptlorO:ptlOと唱えながら釣った

gata:

jumu:

NR

tiburubatIi

hatjitiburu

gajabatli

?aO

砿：

kimb色。？o:b色ギンバエ

kubu:家の中にいるクモ

gan

magar]

?a:gaO

kusaga']

?ijogan

hamma:

gasama

?i:p

taOga(:)

sal

?amam

毛のあるカニで食べられる

赤いカニ

海にいるカニ

砂の中にいるカニ

ガザミ

?una:k

ko：？una:k

duru？una:k

#una

taju:

川にいるウナギ

田圃にいるウナギ

?umu:
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ta:?umu: 田圃に植える

mud3i食べられる。触るとかゆくなる。

mud3inJu: 茎のあえ物

baji

hanussi

ko:Ja

k了：

kusa

dも：

k'imd3e 生垣に使う

katra:

kja:gi

ji:gI:o Ji:シイの実

sitI:tio nariソテツの実

matigi:

kumr。 ？ini：イネ

diOgI．

mumugi:

tmgi:

クワズイモ

サツマイモ

ヤマイモ

木

草

竹

ホウライチク

蔓

イヌマキ

イタジイ

ソテツ

２
３
４
５
６

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

P7

P8

P9

P10

P11

P13

マツ

コメ

ディゴ

ヤマモモ

不明
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Ⅱ方冨地図とその解説

先回行なった徳之島と比較すると、バリエーションが少ないという印象である。大きさとい

う点では、なるほど、徳之島にゆずるとして、加計呂麻の地形は、山や入江が高く深く入りこ

み、人の往来をはばむように見える。しかし、この自然現象は、方言の変異に、それほどの差

を与えていないようである。それでも、大きな加計呂麻と請・与路は、ある程度の差異を示

す。徳之島における北部の金見・手々などを思わしめる。加計呂麻の動物方言は、徳之島のそ

れに、概ね類似するが、ルリカケス、ウ、アジサシなど独特のものもある。共通語化の問題と

して興味あるところは、ブタ、ネコなどのように元々の方言を保つものが普通であるが、ネズ

ミ、ヤモリのように変化してしまったものもあるし、メジロは、方言形の痕跡がかろうじて残

っている。ツパメは、そろそろ変化を始めつつある。どういう理由で、原形を保ったり、変化

してしまったり、しつつあったりするのか、興味のあるところである。魚のことを沖縄の中南

部の方言で?ijuといい、同じく北部で?ju:という。加計呂麻の魚は、沖縄北部の?ju:に較べ、？

とjの間に、いくらかiの要素を残しているように観察された。犬のことを加計呂麻で?iOと

いい、請・与路で?iUという。奄美のiはエに対応するわけだから、或いはイヌに当たるので

はなく、エヌに当たるのかもしれない。

方言地図の中の動物名および植物名のガジマルの表記は方言学専攻である野原の考えで行

ったことを断っておく。

OC

b(g

○Jiji,jiji:

←？inoJiJi,？ino:JiJi，

本来の形は○印のJiliのような形であるが、共通語の?inojiliが入って来ている。須子茂・花

富では、jijiが古く?inojiliは新しいという意識がある。知之浦・押角・佐知克ではそういう意
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識は無く、両方使う。西阿室・秋徳では、昔から?inojijiなどの形とのことである。これら7

個所の地域は、だいたい加計呂麻島のまんなか辺りであるが、この地域で、共通語化が進行し

つつあると見ることができる。

○？wa:,？wa

調査した18個所すべて○印である。押角・池地で?waと短いが、あとは総て?wa:と長くな

る。ほぼ変異の無いタイプである。南島の生活では、蛋白源・換金物・肥料にと無くてはなら

ない動物だから、どの部落で誰に聞いても、すぐ答えが得られる。こういうところが、違いの

出来にくい、他語の侵入を許さない理由なのであろうか。

○皿a:,mja

句
Ｃ
Ｌ

Ｃ
○

2

b(言

瀬相でmjaと短いが、あとは総てmja:である。ネコの地図も不変化型の典型である。



一㈹一

ロ
ーｍ亜

》
勺
■
ユ、

，

込
込
■
■
■
″
〃

●
。
。
■
▲

〃
ゴ
ロ
■
■
砥
、

ｍ髄鍾
。
■
ユ
●
●

、
・
１

ｍ
ｍ
皿

伽
仙
仙

○
④
●

この地図も不変型といってよい。そのうち与路はnidumと小異を示す。西阿室は共通語の

影響でnedzumi:である。他は総て○印である。この共通語ネズミに起因するらしい形も本来

のかたちでは無く、もともとの形に打ち勝って勢力伸張したものと思われる。

5(R2)トカケ類

Ａ
Ｊａｒ

●
。
■
■
△ｇ

●
●ａｎ亜

ａ
ａ
７

・
可
ｒ

・
一
己
■
ユ
●
一
回
■
＆

ｇ
ｇ●●
ａ
ａ
ｎ
ｎ

■
ロ
■
ユ
函
ｑ
■
昼

．
ｄ

●
●

ａ
ａ
ａ
ｍ
血

，
，

．
ｎ
．
可
・
可
・
１
．
１

●
１
．
１
．
１
ｇ
ｇ

ｇ
ｇ
ｇ
Ｏ
ａ

ａ
ａ
Ｏ
ｎ
ｎ

ｎ
ｎ
ｎ
０
．
１

ｍ
改
由
ｄ
ｆ

○
①
④
ｅ
●
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単語の頭にt'音がある点、芝は他の総ての地点と異なっている。語幹部分にo母音が現われ

るのは請阿室と与路である。接尾辞を見ると、東端の渡連．安脚場が-giraで、他の-girjaと

対立している。東西の端とか請・与路に変わった形があるといえる。加計呂麻のトカケは承な

同系で「尾切れ＋ア」に由来するように思われる。ただし、一緒に扱ったが、瀬相はヤモリの

こと、渡連は鳥の名前かもしれないとのことであった。瀬相のそれは類似動物であるし、渡連

のも混清を起こしたものと見て、ひとまず本地図にまとめてゑた。

6(R3)キノボリトカゲ

kujokuja,kuJo･kuja,kuJo:kuja:
kuJokamja

maJukUja,maJokUja,maJokamja

tabaku｡ukja

timmabulja:,jadommaburja:

Jatomja

○

①
●
Ｍ
力

b(き

徳之島ではそうでもなかったが，南島では、子供の遊びに起因する名称が多い。加計呂麻の

命名のしかたも、この小動物に、唐がらし・塩・煙草などを口に突っ込んで、もがき苦しむの

を見て遊ぶのに由来している。丸系統のは、そういうものの類である。Mは形態的な特徴や住

んでいる場所に起因している。天や家を守るということらしい。天を守るというのは、この小

動物のしざまを見るに、なるほどと思われる命名であるが、家を守るというのは、ヤモリとの

混清を思わしめる。秋徳もトカケとのことであるが、混清の可能性があるので、ひとまずまと

めて図に載せる。島の西端の実久のJatomjaは、カマキリと類縁性のある命名なので、注意を

引くところである。さて地図は、丸系統が優勢で、M系が端の方に付いているというところで

ある。変わった形は、端の方に多いと、ここでも言うことができそうである。
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sodumor,so:domori,so:dimori

so:tumuri,so:timura,sotsumura

Situmor(i),Sitimo:r,Sitimo･r

sotmo:r,Si:tmor

●●

s1rno:r

●
④

ｅ
○
Ｉ 1rnorl

生息場所から考えて「清水守り」に由来する形で、沖縄とも共通である。シミズ（或いはシ

ョーズ）のズに当たる子音に重きを置いて分類して承る。●はd音を保って最も古い。2番目

は④でtu,ti,tsu,tiなどtに母音が付くもの、eは3番目でtの次の母音が落ちるもの。4

番目は○で、eで述べた子音も落ちるものである。秋徳のIは共通語が侵入したものである。

図7を見ると変化の激しい形は、周辺部にあると言えそうである。

○kami,kamr,kami:

■kaui

OC

b(g
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与路以外は、総て○印のkamIのような形である。与路のkalllは随分変わった形のようであ

るが、音韻変化の結果出来た形である。従って、加計呂麻の方言形は、総てカメに遡る。地図

は、独特な音韻変化をした与路だけが際立ったものになっている。

9(A2)アマミアオガエル ○？o:biki,？o:biki：

□gaku,gaku:

◆？awagaku

□

ｑ
も

’
1

〃

普通の小さいカエルは、加計呂麻では、ほぼ共通でbikiと言い､大きいカエルも?ataribiki

のような言い方が多い。ここで扱うのは、それ以外のアオガエルで、それには、大体3通りの

言い方がある。○印は、？o:bikiのような言い方で、色彩に由来する名称である。これが中心

で、その周囲に口印のgakuなどが分布しているように見える。与路の?awagakuは、変わっ

た形であるが、前の?awaは、アマ（雨）の変化したもののようである(類似の変化はカメの

ところにも見られる)。？o:bikiは青ガエルの意だから、前接部分は、青と雨の意ということに

なる。後接のbiki,gakuなどは、カエルの意である。ガクは恐らくカエルの鳴き声に由来する

命名である。やはり周辺部分に、変わった形が分布するといえる地図である。
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○matjimuO,matJumuO,
mad3imuO

●hagomuO

■hap,ha:p

Ｃ
Ｏ

2

bくき

毒蛇ハブの名称は○、●、■の3種を載せた。○印とhabuの併用のところが5個所あるが、

そのうち、瀬武と花徳でhabuは新しい言い方で、昔はmatJimuりだったという情報があった

ので、他の3個所も、これにならって、地図に載せなかった。瀬相は併用ではなくhabuしか

得られなかったので、これも載せない。武名はhapという形なので○印と両方載せる。与路に

はhap以外にもb息:という古そうな形もある。matjimu0などの○もhagomuﾛなどの●も、直

接そのものを指す言い方を避けたために出来た言い方だから、ハブを指す名称としては、新し

いものである。habuは新しい形であろうが、■印、hapなどは古いものかもしれない。加計呂

麻のハブの語史は、本来hapのような言い方のところへ、それを避けるために、○、●が発生

伸張し､hapの勢力の衰えたところへ、余所からhabuが入って来たというところである。そ

のさいhabuは、hapに類似するため、入りやすいであろう。

加計呂麻には、共通語のヘビに当たる、即ち、蛇の総称としてのmujiという言い方がある。

琉球方言の中では特徴的のように思われる。宮良当社の「日本方言彙編」（『全集』1巻P455

～6）などを見ると、このような例は指宿、五島、対馬、壱岐、青森などにある。このような

周辺地域だけでは無く、考えて承るとマムシも真虫であろうから、昔は中央でもムシと言った

わけである。ともかく、加計呂麻の蛇の総称mujiは、沖縄には、そういう言い方は無いのだ

から、九州から入って来たものと考えてよかろう。ついでに言うと、琉球の蛇の方言は、6種

なら6種と、和名に当たる形があるので、ハブに当たる形だけを聞くと、当を得ないものにな

るかもしれない。
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11(RS)ガラスヒバー

○
①
●
四

gara:s1p,gara:sup,garasup

gara:subi:,garaSibi
●●●

gara:s1glp

gip,he:p

加計呂麻東端の安脚場のgara:siCipが最も古い形でガラスヘピに由来する形であろう。最後

のヘビに当たるところが、p,biなどになっているのが優勢な形で、だいたい、西側に○印の

p、東側に①印のbi系が分布している。請・与路の形は、前接ガラスに当たる部分が落ちた

形か、ならば、もっとも新しいことになる。
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CaDはCa:Ca0の前の部分が落ちた形とすれば、請・与路は、新しいことになる。しかし、徳

之島の例から､逆にCaﾛの方が原の形に近い可能性もある。すると、Ca:Canは頭の部分の重複

した形で、新しいことになりそうである。Caﾛの語源は、日照りや針などに関係あるであろう

か。よく分からないところである。西阿室のCa:Cabuはハブと混清を起こしたようにも思われ

るが、ca:cariのcariの部分は、徳之島の例から考えると古そうにも思われる。

＝0

⑪(P

①？o:naki,？o:nak

○？o:nattap,？o:nap

●？o:nagir,？o:nagi:r,？o:nagi

①？o:nad3iri,？o:na:d3i

●o:nor

囮he:p

請阿室のh6:pは、同地点のガラスヒバーのCipと共に、ヘビから派生した語であろう。他の

地域の語の?o:～o:は、このヘビの青い色による命名である。後接部の総ての形は、nagiriから

変化していったものと思われる。この形は、蛇の古称ノガに関係あるものであろうか。これら
注1

接尾部分の変化過程は、

naki-今nak

↑
nagiri"nagi:r->nagir弓nagi
↓
nad3iri→na:d3i

というような所であろうか。与路の、orも、これらの形の変化形であろう。徳之島でnugja,

nud3aのようにnuを保っていたが、加計呂麻は、aになっている。島しょ的な変化した形とい

うことなのだろうかonattaPは、アカマタとの共通認識のようであり、napは、その変化と考

えられる。地図をゑると、請・与路は独特な形であり、丸型も東端・真中・西端とそれぞれ、

まとまって分布している。○印も真中よりに分布している。
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14(R10)ヒメハブ

●
d3arak,ka:d3ara:k(i)
:d3ixja:k,ku｡ad3irja:

"a:d3arap

3arap

araki:,kwahad3arak,kwa:d
:d3i可ak,kuwa:d3irak,kwa:d

d3arap,kwahad3ara:p,k'uw
3arap,kuwad3ara:p,kwa:d31
3arap
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語末がp音か、k音等かで分類して承ると、大体ABA分布のように見えてくる。すると、

k音等が古いことになるのであろう。渡連はku｡ad3irja:と言い、語末にpもkもないが、k

の場合、その前の形がd3ir(j)a:という例があること、しかも、渡連の周囲に、その例がある

ことなどから、kが落ちたものと解釈して●印に入れた。なお、西阿室は●印であるが、これ

以外にもkawad3araという形もあるが、地図にはとらなかった。口対●が、ヘビ系統とノガ

系統の衝突と見るなら、ノガの方が古いということになる分けである。kwahad3araなどの部

分は、徳之島のヒメハプの方言と通ずる。生態に関係ある名称かと思われるが、詳細はわから

ない。

ついでに述べると、アカマタは、大体rnattapのような形で、単一型といってよい。恐らく、

最後のpはヘビを表しているものと思われる。沖縄のアカマターとは、アカ（赤）を除いた部

分が似ているから、ゑな繋がりのある形である。
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●？iJo:sIgum,？iso:Sikum,？isosukum

O職淵｡柵淵?iJokuguO
z？iJo:tigum,？iJo:t,igu

Ｃ
Ｏ

2

イソヒヨドリの方言名の最初の部分?iJo,?isoなどは、この鳥の生息場所から考えて、磯のこ

とと思われる。？iJiが1例あるが、？iJOが何かの類推で変わったものかもしれない。地図は?iJo

の次位の形に重きを置いて分類したものである。これによれば、東西端に●印があり、囚印も

音韻変化の面では、近い関係にあると考えられるから、ますます、こちらの方が、○印より古

いと解釈できそうである。徳之島の方も丸・四角に関連ある形が多く分布している。しかも、

摩擦音sと破裂音tの橋渡しをしそうな破擦音が見られる。
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もっとも古く、加計呂麻島

もっとも変化した形である。

徳之島の場合、最北端に古形

本図はtakaのk音の消長を示している。与路がk音を保って、

は、全部k音がh音に変わっており、請島はk音が無くなって、

三つの各島が、それぞれ同形を保つという興味ある地図である。

があったが、請・与路は新古両様ということになる。

ﾖ4)バン17（

kumiru,kumir,k'umiru,k
kimiru,kimi:r,kimir

gimi㎡,gimrr(i)

ku:ru(gwa),ke:ru

'unlir
○

①
■

’
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ＲＮ

Ｌ

Ｃ
Ｏ
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１
１
１

bもI

’

丸印はバンをkumnruのように言うか、gimiriのように言うか、即ち、語頭の無声・有声の

関係を見たもの。①は秋徳と池地にあるわけである。海を隔てて、いわば対岸ということで、

方言の類似性が考えられそうであるが、あまり認められない。この地図は、数少ないうちの例

である。与路のku:ruなどは、随分、変わった形で、特異性を主張している。しかし、出自は

kumrruのmがuに変化した結果できたもので､新しい形である(地図8カメなど参照)｡gimIrI

のgも、kの強い無気音のために出来たものであろう。したがって、○→①→■の順に変化し

たものである。ちな承に、上の語形の一拍めの母音に注目して地図を見ると、島の東側に中舌

母音が集まるということになって、西側と対立することになる。
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○Ji:gja,Ji:gja:

鳥類の単一型の例である。この語に関して、ほとんど差異はない。

19(B14)ツバメ
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○印のmatagarasuのところへ、共通語のtsubameが侵入しつつある図である。佐知克・秋

徳の話者は、前者が昔の言い方、後者は、今の言い方と変遷を語っていた。武名では、人によ

りtsubameであったり、rnatagarasuであったりする。芝・須子茂・押角では、tsubameにな

ってしまっている。ツバメをmatagarasuというのは、だいたい、徳之島とも共通であるo15

世紀初めの資料である『琉球館訳語」に「麻達卿哀舷」とあり、マタアラツと読めるようであ

るが、加計呂麻のそれに、極めて類似した形である。沖縄では、マッタラー（あるいはマッテ
注2

－ラー）と言うから、変化してしまったわけであり、徳之島・加計呂麻の方に古い形が残った

ことになる。

○
BS)コノハズク類20

○

tikoho,tiko:ho,tikkoho,t

tSik"u,tsukoho

k'o:ho:,ko:ho:,k'u｡o:,k'u

tukoho
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この種の烏名を聞くと、mja:tikohoとmja:の付くのと、付かないのがでる。この図はmja:

の付かないものの方である。恐らく、これらの語は、鳴き声による命名であろう。語頭にt

（あるいはts)音があるのと、落ちたものとを見る地図であるが、後者は知之浦にもあるが、

加計呂麻の中央の南側に3個所まとまって分布している。勿論●のほうが新しい。
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本種の方言形は、カミドリ（神鳥）に由来する名称と思われる。鮮やかなヒスイ色という形

態的特徴からか、神に関係ある名称が与えられるらしい。秋徳のko:ga0は、カワカミ（川神）

に由来する形である。他と異なる形であるが、命名の心意は同じである。秋徳以外は似ている

が、3拍目のduかd3oかは、はっきり分かれるようである。トリに由来するなら、o母音を保

つ方が古いし、破裂音のdか破擦音のd3は、前者の方が古い。しかし、分布は入り乱れてい

て、なんともいえない。芝・渡連はカワセミと明確には言えないが、ひとまず一緒に扱う。

kukaru,kukkaru,kukkaro:

kukkjaru,k'ukkjaru,

kukkja:rU,kukja:ru

k'u｡a:ru,ku｡a:ru:,kwaha:ru

kuwaru,kwa:ru

kjokkjoro:

?itJugahaO

○

●
ａ
▲
◆
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kukaru,kukkjaruのように、2拍めにk音を保つものが、もっとも古く、続いて●のh音に

変わったもの、もっとも新しいのは、aの半母音・母音になってしまったものである。地図に

よれば、東端の方が新しいことを示している。諸鈍はh音と半母音wが併存で、新しくなりつ

つあるのを物語っているようである。池地のkjokkjoro:は、鳴声からの名称と思われるが、分

布を見ると○系のところに類似した、この形が生まれたように思われる。或いは、○系そのも

のが、鳴声に由来する形なのかもしれない。秋徳の?itlugaha9は、特異なものである。民間

語源によれば、？itJuには、美しいという意があるとのことである。

1L

○majikjo,maJikjo:

①majikuda

-？uguisu，u9町usl
●●●

洗
い

応
低
○

ろ準

ウグイスのことを本来マシキョのような言い方をしている所に、共通語のウグイスが入って

来て、語の分裂が起こった。本来からの言葉であるマシキョの方は、チャッチャッと鳴く幼鳥

（と仮に呼ぶ）を指すようになり、ホーホケキヨと鳴く成鳥（と仮に呼ぶ）をウグイスという

ようになった。目立つ鳴き方の方を共通語に奪われて行くのは、言語の強弱関係なのだろう。

この関係が進むとチャッチャッと鳴く頃も、ホーホケキョと鳴く頃も、マシキョ・ウグイスの

両方を使うようになる。武名・諸鈍のマシキョは幼鳥のことで、成鳥の名が欠けているとこ

ろ、須子茂のウグイスは幼鳥のことと言うのは、混乱が起こったのであろう。徳之島北部でメ

ジロのことをmasiki:d3a(与名間）、masikjura(平土野）という。語の解釈に困ったが、加

計呂麻調査後、また別の考え方が出来そうなので、一つの考えを述べておく。加計呂麻の渡連

のmalikudaは、多くの例のmaJikjoと同類と考えてよいであろう。そのmajikudaは、徳之島

の平土野のmasrkjuraと、よく似た形である。そこで平士野の例は、加計呂麻から海道を伝わ

って行ったものではないかと思うわけである。平土野の北の浅間には、薩隅方言のハナスイ

（目白）が入っているし、平土野港の人の往来は、語の伝播の役をはたしていると見てよいの

ではないかと思う。
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24(B22)メジロ
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加計呂麻の本来のメジロの方言形は、共通語のメジロという形に、ほぼ占領されたといって

よい。もともとの形sa:mIが直ちに出たのは、西阿室と押角の2個所だけである。西阿室の話

者のなかには、この言葉は誰も知らないだろうと言って、別の形Ja:mI:を教えてくれた。メジ

ロの方言形を聞くとぎ「sa:mIというのを聞いたことはありませんか」と誘導の質問をしたが、

結果は、あまりよくなく、次の5個所で痕跡を得るにとどまった。実久では、昔おじいさん達

がsa:mikagoと言っていたが、どういう鳥を入れたのかは分からない。須子茂では、聞いたこ

とがあるような気がするが、はっきりしない。武名は、昔の人はそう言っていたと聞いたこと

がある。秋徳は、昔おとなが使っていた。池地は、生きていれば、120歳くらいになる、おば

あさんがsa:miggwaと言っていた気がするというようなことであった。宮良当壮の「日本方

言彙編」（全集1巻P395)にサムィッグゥが見える。加計呂麻の実久か諸鈍のようであるが、

場所ははっきりしない。今は消えているが、宮良が調査したときは、本来の形があった分けで

ある。
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○gu:Ja

●jamagu:Ja,jamagu:Ja:,jamabju:Ja

Q2ju:Ja：

▲jama?ju:ja

加計呂麻の本来の形はCu:Jaで、請島では?ju:Jaであろう。池地のそれの意味は、山の唖であ

る。姿は美しいが鳴き声は醜いという言葉がルリカケスを良く物語っている。jama(山）が

付くのは生息場所のためである。分布は、だいたい○が両端に●が中央一帯というところであ

る。26図は、単一型で大体Cu:SIである。ルリカケスのCu:Jaと実によく似ている。大まかにい

うと、末尾のsiとJaで両者を区別している。このことは、近い範晴として捉えていると考えて

よいだろう。

○gu:S1,gu:Su
●●
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大体Cu:siのような言いかたで単一型である。メジロのように、本来の形を急速に失いつつ

ある一方、本形のように、いっこうに共通語化しないのもある。ルリカケスのように大島独特

のものならともかく、ヒヨドリという共通語があり、比較的よく知られている語であるにもか

かわらず、侵入を受けず、本来の形を保つのもある。共通語化される、されないに、どういう

傾向があるのか。語によって決まるのであって、一般的な傾向は無いのであろうか、よく分か

らないところである。

○
(B23)スズメ27

○

ｑ
α
○

○
①
◇

jumunduri,jumundur

jumudur

sudzume

’
I
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Ｃ
Ｏ
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’
一

～
～

○
－

1
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I

わぢI① I

I

与路・秋徳・渡連に共通語のsudzumeが侵入して来ているが、渡連では、まだ話者の母の

時代にjumundurと言っていたことを記憶している。共通語の影響で出来た3個所を除くと、

ほぼ、ゑな同じ形である。加計呂麻がjumundurと3拍めに、音があるのに対して、請島の方

は、それが無いというくらいの違いしかない。これらは徳之島のjunduraなどという形と同形

であり、従って、語源も同じくくよも鳥＞に由来すると考えられる。
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○
●

●●

gara:su,garasu,gara:s1,

garakk6

●●

garas1

ほぼ、同じ語であるが、1個所押角だけがgarakk色と変わった形である。ただし、頭の部分

のgaraは共通で、別のものではないから、新しく派生した形ではあるらしい。
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セミの名称を18個所で聞いた。加計呂麻には、セミが4～5種類は、いるはずだが、その名

称は、13個所で1種、4個所で2種、1個所で3種だったoこの傾向は、徳之島も似ており、

沖縄などとは著しい違いを示す。大きいセミとして認識しているものにkanigju:waのように

kaniを冠する言い方があるが、金の意であろう。もう一つは、？asasaのような言い方で、これ

は音まね語から出来た語であるが､外から入った新しいものであろう。西阿室の?abura:?asa:sa

という場合の語頭の?abura:は共通語のアブラゼミのアブラであろうから、いよいよ新しい形

である。さて、この地図は、本来の形とおぼしきものの地図である。西阿室の?asa:saと池地

の?amagakは特異な形である。特に後者は、カエルを連想させる形である。事実、請・与路

を初め、加計呂麻の実久・秋徳のアオガエルの名称は、ガクが付いている。恐らく、アオガエ

ルが木にくっつく様子から連想しての称なのであろう。さて、この二つをおいて、語頭がk音

かg音かで見ると、西がg音の●グループ、東がk音の○グループというように分かれる。

ま

○habrra,habira:,habirja,

habera,habi:ra

←tJo:tJo,tJo:tJo:

本来の形としてhablraなどというのがある所に、共通語からtJo:tJo:が入って来て語の衝突

が起こり、今まさに白兵戦の状態というところである。18個所の本来の○印のところが、8個

所tJo:tJo:に取って代わられ、佐知克でも、haberaは昔の言葉で、今はtJo:tJoと言うとのこと

だから、間もなく○印は消える。渡連はtJo:tJoは小さい蝶、habiraは大きい蝶というように、

意味の分化が起こったから、もう少しは、古いのも生きのびそうである。○印が、ちゃんとし

た形で生きているのは、18個所中8個所である。もう20～30年もすると、完全に消えてしまう

であろう。しかし、押角、秋徳・諸鈍・与路・請阿室の5個所では、本来の形である○印の方

が、蛾の意味に転換しているので、もう少しは生き延びるかもしれない。
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31(14)カマキリ類

ロ
回?iJJatobannja,?inJatOmja,?i:Jat

｢ato:mja,Jato:,sato
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この地図は四角の印と、請島にのみある▲に大きく分かれる。四角印を2種に分け、1つ

は?i:JatoとかIato:のように(-)Ja-を含む形、もう1つは?ilitoba0のように第2拍に-Ji-を含む

形である。大まかにいって、東が-ji-で、西の方が(-)Ja-といえそうである。沖縄でも?isatu:

というから、jaの方が古いものと思われる。これらの語は?ijatoが幹の部分で、語頭の?iが落
注3

ちたり、いろいろな接辞が付いて、群を増やしている。それらのうちmai,mjai,njaなどは、

言われるように「舞」に由来すると思われるが、ba0もそうなのかは、よく分からない。な
注3

お、佐知克はsatoといい、囮であるが、？iIitobaﾛという言葉もあり、カマキリが鎌を持ち上

げて攻撃の姿勢をとるなど、おかしな仕草をすることを、そういうとのことである。仮に、こ

れも囚と考えると、東の勢力がもう1つ拡大することになる。請島のjumuなどは、独特な形

である。大島北部に繋がるかもしれないとされるが、どうだろうか。雀の方言形の前の部分と
注3

同じ形でもあるし、これも棄て難いところである。



一別一

○gata,ga:ta

④gita

⑪gita:

本図は単一型といってよい。秋徳gita、須子茂gita:は1拍めの母音が異なっているが新しい

形か。ちな承に、徳之島も大体gataに類する言い方である。

｢東アジア言語の古層」中本正智参照（「言語」1987年、voll6-7)

『琉球館訳語本文と索引』大友信一・木村晟参照

『奄美大島のことば』柴田武編参照

１
２

注

3
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、民俗分類資料

原資料を基礎にして、加計呂麻島および与路島・請島における動物方言語彙の民俗分類を試

ゑた。また、いくつかの動物については徳之島の方言語彙（野原・宮城，1986）との比較をお

こなった。

－哺乳類の方言語彙と民俗分類一

M1・コウモリ類

ko:mori(実久．武名．知之浦．西阿室・瀬相・佐知克・秋徳・安脚場・諸鈍・与路）

komori･(西阿室・請阿室）

ko:mor(須子茂・渡連）

ko:muru(瀬武・押角）

コウモリ類の方言語彙はko:moriというのが基本型である。

M2.ネズミ類

nidIm(実久・芝・須子茂・武名・知之浦・瀬相・花富・押角．佐知克．秋徳．渡連．

安脚場・池地・請阿室）

nidlm(i)(瀬武）

nidu．m(与路）

nedzumi(知之浦・西阿室）

nedzumi:(西阿室）

jannuji(須子茂）

ネズミ類はnIdlm系が基本型であるが、jannujiという語彙もゑられた。徳之島では手々と

阿三でjuﾛという語彙がみられるが、加計呂麻島ではそれに相当する語彙はみられない。瀬相

ではnidrmの他にjamanIdimIとjimanidimiという語彙が聞かれたが、個別名の対象動物を特

定できなかった。しかし、徳之島ではjamanidimiとは奄美大島や徳之島の森林に棲むトケネ

ズミを指している。話者の永井忠氏がその動物を知っていればトケネズミの方言の可能性もあ

るが、トケネズミは加計呂麻島に分布しないことや話者の永井忠氏の説明から想定すると、

jamanidimiの方はネズミ類とは系統が異なる食虫類のワタセジネズミのようである。

同じく食虫類のジャコウネズミは徳之島ではd3a:,d3a:juりという語彙が多くの集落でゑら

れるが、加計呂麻島では知之浦でd5aha:という語彙が承られただけである。
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M3.ネコ

e

nlja

●

rnJa:

(瀬相・秋徳）

(実久・芝・瀬武・須子茂・武名・知之浦・西阿室・花富・押角・佐知克・渡連・

安脚場・与路・池地・請阿室）

ネコはmja:が基本型であるが、徳之島のmaju,mjau,njauなどと同じ系統の語彙である。

M4．イヌ

？i0（芝．瀬相・花富．押角．佐知克．秋徳．渡連・実久・瀬武・須子茂・武名

浦・西阿室・安脚場・諸鈍）

？i0（池地・請阿室・与路）

知之

M5.イノシン

mi(実久．瀬武．須子茂．武名・知之浦・瀬相・花富・佐知克・渡連・安脚場・諸

鈍・池地）

Iili:(与路・請阿室）

PinoJiJi（須子茂・知之浦・西阿室・押角・佐知克）

？ino:IiJi（西阿室・花富・秋徳）

イノシシ方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

加計呂麻島

IiJi,Jili:

?inojili,?ino:jili

徳之島

jamasi,

jansi,

ja:sI,

jamaJI

janliji

?inoJi

イノシシの方言語彙はIiIi，？inoliIiが普通に承られる。徳之島ではjama,janがつくjansI

jamasI,janJiJiなどがゑられ、加計呂麻島の語彙とは若干異なっている。

M6．ブタ

？wa

？wa：

(瀬相・池地）

(実久・芝・瀬武・須子茂・武名・西阿室・花富・押角・佐知克・秋徳・渡連・安

脚場・諸鈍・請阿室）
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M7．ウシ

？uji（実久．芝．瀬武．須子茂．武名．知之浦・西阿室・瀬相・花富・押角・佐知克・

秋徳．渡連．安脚場・諸鈍・池地）

？u:Ji（請阿室）

M8.ヤギ

Cind3a(実久．芝．瀬武．須子茂．武名・知之浦・瀬相・押角・秋徳・渡連・安脚場・

諸鈍・請阿室）

Cind3a:(西阿室・花富・佐知克）

ヤギはCind3aが基本型である。これは沖縄島と同じであるが、徳之島のja:gi,jagiとは異な

っているo

M9．ウマ

mma(芝・瀬相）

mma:(西阿室）

？mma（池地）

？uma（瀬武．須子茂．武名．知之浦・押角・秋徳・渡連・安脚場・与路）

？uma：（花富・佐知克・請阿室）

？uma．（諸鈍）

M10．ウサギ

？usak（安脚場・池地）

？usa．（瀬武）

？usa:k（須子茂・武名・与路）

？usa:gi（西阿室）

－鳥類の方言語彙と民俗分類一

B1．カワウ

？atoho（佐知克・秋徳）

？at､oho（安脚場）

？ato:ho：（須子茂・花富・渡連・諸鈍）

？ato：（請阿室）

bimbosak(池地）
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カワウの方言語彙が加計呂麻島のほぼ全域で承られる。？atoho，？ato:ho:が基本型であるが､

請阿室では若干の語尾変化がみられ、？ato:になり、池地ではまったく異なるbimbosakと呼ば

れている。sakというのは池地や請阿室ではサギ類を指しており、bimbosakはサギの一種と

いう民俗分類の概念であろう。

なお、徳之島ではカワウの方言語彙は聞かれなかった。

B2・アジサシ類

sirukaku(芝）

sirka:ku(瀬相）

sirika:ku(秋徳）

sirika(:)ku(渡連）

sirIka:k(請阿室）

sirikam(押角）

sirikap(池地）

sirkap．（実久）

sigikabu(武名）

surukaku:(西阿室）

suruka:p(与路）

kasodur(i)(須子茂）

kasodur(請阿室）

gjaraり（実久）

アジサシ類（おそらくはコアジサシ・エリグロアジサシなど）は夏烏として南の方から飛来

し、海岸の岩礁などで繁殖する。加計呂麻島でも周年生息しているわけではないが、全域で方

言語彙がふられる。それはアジサシ類が群れを作りながら海に飛び込んで子魚を捕ったり、漁

師たちの魚場の目印として、アジサシ類が目標になることが多く、生活に密着している烏であ

ることに起因しているのであろう。

基本型はsirukaku系であるが、それはアジサシ類の白い色に由来する呼称だと思われる。

芝では女性の美しい眉をsirukakumajuと讃える言葉が聞かれた。須子茂や請阿室では“鰹

烏”の意味の語彙が承られる。また、実久ではgjaraDという語彙もふられるが、意味は不明

である。

B3．サギ類

sagja(実久・芝・瀬武・須子茂・武名・西阿室・瀬相・佐知克・秋徳・渡連･諸鈍）

sagja:(押角・安脚場）

sa:k(池地・請阿室）
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Iiru.sak(与路）

サギ類はsagjaが基本型である。池地・請阿室ではsa:kという語彙がゑられ、加計呂麻島の

語彙とは異なっている。与路のJiru.sakは“白いサギ”の意味である。徳之島ではsa:gi系の

語彙が基本型で、sakの語彙はゑられなかった。

B4．バン

kumiru(実久・瀬武・須子茂）

kumIr(u)(諸鈍）

kumir(芝・佐知克・渡連）

kumi:r(花富）

k'umiru(西阿室）

kimiru(安脚場）

kImIr(請阿室）

gumiri(秋徳）

gimir(i)(池地）

ku:ru(与路）

k6:ru(与路）

バンは農家にとってはスズメと同様に身近にいる鳥類である。語彙の基本型はkumiruであ

るが、秋徳と池地ではgumIri,gimIr(1)の語彙が承られる。また、与路ではku:ru,ke:ruと

いういくぶん変化した語彙がある。

B5.チドリ類

tIid3urja(西阿室）

t'Iid3urja(実久・池地）

tlid3u･rja(与路）

tjid3orja(芝）

tjido:rja(須子茂）

tlidorja(渡連）

tJodori(瀬相・秋徳）

hamatlidori(瀬武・押角・佐知克）

B6．（アマミ）ヤマシギ

jigja(芝・押角）

Ii.gja(西阿室）



－86－

li:gja(実久・須子茂・武名･瀬相･花富・佐知克・秋徳．池地）

li:gja:(渡連・安脚場・諸鈍．請阿室）

jamali:gja(西阿室）

アマミヤマシギは山地に棲む夜行性のシギ類で、人々には馴染承の少ない鳥類である。徳之

島ではjasi:gja(与名間）、Iigi(中伊仙・井之川）、sIgi(尾母）の4集落で方言語彙が承ら

れただけだが、加計呂麻島や与路島・請島の人々は、アマミヤマシギを食べたという話者が多

く、その生態もよく知っている。

B7.サシバ（タカ）

taka(与路）

taha(実久・芝・瀬武・須子茂・武名・知之浦・西阿室・瀬相・花富・押角・佐知克．

秋徳・渡連・安脚場）

taha．（諸鈍）

taha:(西阿室）

ta:(池地・請阿室）

サシバ（タカ）の季節的な渡りは有名である。そのサシバの方言語彙は請島ではta:が、与

路ではtakaの語彙が承られるが、基本型はtaha系である(16集落）。ところが、徳之島では

ta:の語彙が圧倒的に多く(17集落）、taka,tahaはそれぞれ金見と手々で散見されるだけで

ある。加計呂麻島と徳之島では優占する語彙がまったく対照的になっている。

B8.コノハズク類

mja:tikoho(瀬武・須子茂・武名・瀬相・押角）

mja:tikoho:(安脚場・諸鈍）

mja:tiko:ho:(花富・秋徳）

mja:tikoho(実久）

mja:tsuko:ho:(知之浦）

mja:tkoho:(西阿室）

mjatkoho(請阿室）

mjatko(池地）

mjakk｡u(西阿室）

mja:tku.u(佐知克）

makkoho:(西阿室）

tikoho(武名・瀬相・池地）
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t'ikoho(実久）

tikoho･(渡連）

tikoho(芝・諸鈍）

tiko:ho:(安脚場）

tikkoho(押角）

t'ukoho:(与路）

k'o:ho(知之浦）

tsukoho(知之浦）

tik"u(西阿室）

ku･#u:(花富）

k'u:｡o:(佐知克）

ko:ho:(秋徳）

コノハズク類の方言語彙の二型の比較

tikoho型調査地 mja:型

t'ikoho

tiko:ho:

mja:t'ikoho実久

芝

瀬武

須子茂
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知之浦
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コノハズク類はコノハズクとオオコノハズクが分布し、また、夏にはアオバズクが渡ってく

るが､それらの鳴き声は普通の人には聞き分けることがきわめて困難である。方言語彙にmja:

のつく語彙とつかないものがあるが、それは種の違いによる個別名ではなく、両種を混同して

呼称していると解したほうが無難だと思われる。いずれも鳴き声（ネコのミャーとコッホッコ

ッホッと聞こえる）に由来する語彙である。なお、コノハズク類は沖縄島や徳之島でも同系統

の語彙である。

B9.ミフウズラ

？udzura（安脚場）

B10. ハト類

（総称）

hato(実久．芝．瀬武．知之浦・瀬相・花富・押角・佐知克・秋徳・渡連・安脚場・与

路・池地）

hato．（諸鈍）

hato:(西阿室・請阿室）

hatu(武名）

（ズアカアオバト）

?o:hato(知之浦）

pi:hato(芝・知之浦）

?aubato(西阿室）

?aobato(実久・瀬武・瀬相・秋徳）

?o:bato(須子茂・武名・花富・押角・佐知克・渡連・諸鈍・池地）

?o:bato.(請阿室）

?o:bato:(安脚場）

（キジバト）

hato(芝）

karahato(知之浦）

pi:hato(武名）

karabato(実久・瀬武・須子茂・西阿室・瀬相・花富・佐知克・秋徳・渡連・池地）

karabato:(請阿室）

kara:bato(諸鈍）

pipato(諸鈍）

（カラスバト）

?ujibato(実久・芝・瀬武・須子茂・武名・知之浦・西阿室・瀬相・花富・押角・佐知

克・秋徳・渡連・安脚場・諸鈍・与路・池地）
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?ujiba如・（請阿室）

ハト類の民俗分類

調査地 ハト総称 ズアカアオバト カラスバトキジバト
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hato
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hato:

karabato

karabato:

?o:bato

?o:bato.

ハト類はズアカアオバト・キジバト・カラスバトが留鳥として分布している。総称として

hato系の語彙がふられ、それぞれの種には個別の方言語彙が承られる。その傾向は沖縄島や徳

之島と同じである。徳之島ではhatu系の語彙が優占するが、加計呂麻島ではhoto系が優占し

ている。

また、個別名ではズアカアオバトはその色彩（青緑色）にちなんだ呼称になっている。芝と

知之浦では鳴き声に由来すると思われる語彙が承られる。色彩に着目する呼称は徳之島も同様

である。キジバトはkarabato系の語彙が優占しているが、鳴き声に由来すると思われる語彙

が武名と諸鈍でゑられるo諸鈍では2通りの呼称がある。カラスバトも色彩（黒色）と鳴き声

(牛の声）にちなむ呼称である。
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キジバトの方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

加計呂麻島 徳之島
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hatu

jamabatu

tsitsibatu

tsitjibatu

tsutjibatu

tlitjibato

tsutJibato

hate:batu

ntJabatu

hato

karahato

pi:hato

karabato

karabato:

kara:bato

pI:pato

(語彙の後は調査地の数）

徳之島ではキジバトの色彩（土色）や生息場所（山・畑）に由来する語彙が承られる。加計

呂麻島のkaraは文様や綾などの意味であろうか。

B11．カワセミ

kanduri(須子茂）

kamduri(知之浦・安脚場）

kamdur(i)(押角）

kamdu:r(i)(花富）

kamdu:r(実久）

kamdur(渡連・諸鈍）

kamIdur(芝）

kamdur(佐知克）

kamid3ori(瀬相）

kamd3ori(瀬武・西阿室）

kamd5ori．（与路）

kamd3o:ri(武名・西阿室）

kamd3or(u)(請阿室）

kamdurggwa(池路）

ko:gaU(秋徳）

多くの話者がカワセミは神様烏だという。方言語彙のkanduri,kamdurl,kamd3oriなど
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は「神烏」の意味である。そのような話は徳之島でも聞かれ、同じくkand3ura,ka,]gjura,

gand5ujaなどの語彙が承られた。秋徳のko:ga']も同じくko;(河)+gaり（神）の意味であろ

う。koka9が徳之島の井之川でも承られた。

B12．アカショウビン

kukaru(須子茂）

kukkaru(西阿室・瀬相・与路）

kukkaro:(西阿室）

kukkjaru(芝・花富）

k'ukkjaru(押角）

kukkja:ru(実久･武名）

kukja:ru(瀬武・佐知克）

ku｡a:ru:(渡連）

kuwaru(諸鈍）

kuwaha:ru(安脚場）

kwa:ru(請阿室）

kjokkjoro(:)(池地）

？itlugahaり（秋徳）

アカショウピンの方言語彙はその鳴き声に由来し、同系統の語彙は沖縄島・徳之島はもちろ

ん南島全域で承られる。秋徳の?itlugaha9は他の地域とは異なっているが、話者の池田義男氏

によると?itluとは「美しい絹糸」の意味だとのこと。gahanはgaりと同じく蚊神”だとする

と、アカショウビンの美しい羽の色とカワセミ（神烏）に似た姿を讃えた語彙と理解すること

ができる。

B13.キツツキ類

ki:tikkja(実久・芝・瀬相・須子茂・武名・佐知克・請阿室）

kI:tikkja(池地）

kr:tukkja(西阿室）

tikkja:(花富）

kidI:tukja(渡連）

kIdutjikja(瀬相）

kutu:dukja(安脚場）

kitsutsuki(秋徳）

キツツキ類の方言語彙は木をつつく行動に由来し、アカショウビン同様に南島全域に同系統



－92－

の語彙が承られる。

B14．ツバメ類

matagarasi(池地・請阿室）

matagarasu(実久・瀬武．武名．知之浦・瀬相・佐知克・秋徳・渡連・安脚場・与路）

mata:garasu(諸鈍）

matagara:su(花富）

matagarasu:(西阿室）

tsubame(芝．須子茂．武名・押角・佐知克・秋徳）

ツバメ類の方言語彙の基本型はrnatagarasuである。唾尾羽が二股になっているgarasu(カ

ラスで色が黒い）”、また鯉平たいカラス”の意味であろうか。

なお、徳之島ではgarasurnataの他にgaralimata(井之川）、garasimata(尾母）の語彙

が承られた。

B15．セキレイ類

tahandur(i)(押角）

tahandur(渡連）

ta:｡una:gja(安脚場）

tIintji9(安脚場）

セキレイ類の方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

加計呂麻島

tahandur(i)

tahandur

ta:｡una:gja

tlintjiU

徳之島

?abulikunagja(井之川）

tanhatamarikugja(阿三）

dzunaga （阿権）

d3u:d3iru （松原）

kantsira （池間）

sigu'] （東目手久）

セキレイ類は尾が長く、飛びながらチンチンと鳴き、水田や畑地でよく承られる烏である。

方言語彙もそのような棲永場所や鳴き声に由来するものである。徳之島では尾の長さにちなん

だ語彙が承られる。
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B16．ヒヨドリ

Cu:sI(実久・芝・瀬武・須子茂・武名・西阿室・瀬相．花富．押角．佐知克．秋徳

渡連・安脚場・諸鈍・与路・池地・請阿室）

Cu:su(知之浦）

Cu:duri(諸鈍）

ヒヨドリの方言語彙の基本型はCu:sIで、鳴き声に由来している。同系統の語彙は南島全域

で承られる。

B17．アカヒゲ

？akacigi（実久．芝・須子茂．武名．知之浦・瀬相．花富・押角・佐知克・秋徳･渡連・

諸鈍・池地）

？aka,cigi（安脚場）

？akacigi：（与路）

？akacige（瀬武）

？akaci・k（請阿室）

B18．イソヒヨドリ

？iIikugum（請阿室）

？iJokugum（西阿室）

？iJo:kugum（須子茂・請阿室）

？iJokugun（秋徳・諸鈍）

？iIokukum（花富・押角・佐知克）

？isosukum（渡連）

？iJo:sigum（実久）

？iso:sikum（安脚場）

？iIC:tigum（武名）

？iJo:t，igu（瀬武）

mannusidu(西阿室）

イソヒヨドリの方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

徳之島加計呂麻島

?iliJibuIi(1)

kansantsiku系(4)

kikkoro系(3)

?iJo:kugum系

?isosukum系

?iJo:tigum系

Ｊ
ｊ
の

⑲
Ｇ
く
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mannusidu(1) siguﾛ系

?undui系

(4)

(2)

＊加計呂麻島の場合は厳密には全部同じ型（語彙の後は調査地の数）

イソヒヨドリは海岸の岩礁地でよくゑられ、鳴き声のきれいな烏である。方言語彙の初めの

?iIo,?鯛は海岸や岩礁を意味していると思われる。徳之島では?ijiのつく語彙は井之川だけで

承られ、他には鳴き声に由来すると思われるkikkoro系やkansantsiku系、sIgu0系、？undui系

などが承られた。加計呂麻島に比べ徳之島の方言語彙は変化に富んでいるといえる。

kugum系やsukum系の語は「こごむ（身をかがめる）」の意味だろうか。イソヒヨドリと

は「岩礁地で身をかがめているもの」ということになる。

西阿室のmannusiduは話者の茂村真男氏によると、カイコのマユを取りにくるので、その

ように呼称するとのことであった。

B19．ウグイス

malikjo(実久．芝．瀬武．須子茂．武名．知之浦・西阿室・瀬相・押角

鈍・請阿室）

malikjo:(花富・佐知克・与路）

majikuda(渡連・安脚場）

？uguisu（瀬武・須子茂・瀬相・佐知克・渡連・安脚場・諸鈍）

秋徳・諸

ウグイスは早春から初夏の繁殖期の頃にはきれいな声でホーホケッキョ（さえずり）と鳴く

が、それ以外の時期にはチャッチャッ（地鳴き）という声で鳴いている。加計呂麻島の人々

はそのようなウグイスの鳴き声の変化をよく知っており、地鳴きをするのはウグイスの子供

(malikjo系）で、それがやがて?uguisuになると認識している。なお、徳之島の中伊仙では

ウグイスをugidzami(キビ・メジロ）と呼んでいる。また、メジロをmasIkjura(平土野）、

masiki:d3a(与那間）と呼ぶところがあり、加計呂麻島のmaJikjo系の語彙が移入し、混同し

たことが伺える。

B20．セッカ

tIintJiO(請阿室）

tIintjindori(武名）

tjintjindur(渡連）

tIimtJimdur(i)(花富）

tIintjira:(西阿室）

gaja:jumunduriggwa(安脚場）
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cibari(須子茂・瀬相・渡連）

セッカはススキ草地や水田周辺でよく承られ、チンチンチンチンと鳴きながら舞い上がる小

鳥である。方言語彙はそのようなセッカの鳴き声に由来したものになっている。安脚場の語彙

は「カヤの中のスズメ」の意味である。また、cibariは実際のヒバリ（南島には分布しない）

との混同である。

B21．サンコウチョウ

dinaga(押角）

dina:gja:(請阿室）

dinagadur(池地）

サンコウチョウは夏烏として南方から渡ってくる、尾の長い烏である。方言語彙はそのよう

な姿に着目した呼称となっている。

B22．メジロ

med3iro(実久・芝．瀬武．須子茂・武名・知之浦・瀬相・佐知克・秋徳・渡連・安脚

場・諸鈍・与路・池地）

med3iroggwa(瀬相）

Ja:mi(西阿室）

ja:mix]gwa(西阿室）

sa:mi(実久？・須子茂・武名・西阿室・押角）

sa:migwa(西阿室）

sa:mrggwa(秋徳・池地）

メジロの方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

加計呂麻島

med3iro系(15)

Sa:nli系(7)

徳之島

sa:rni系(7)

?issami系(9)

hanasr系(2)

tsittsiju系(2)

tikkara （1）

masikjura系(2)

(語彙の後は調査地の数）
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メジロは可愛らしい姿ときれいな鳴き声のために飼われることが多く、親しゑのある小鳥で

ある。徳之島では普通に承られたsa:mI，？issamIなどの方言語彙が加計呂麻島では少なく、共

通語のmed3iroが広く承られた。

B23．スズメ

jumunduri(実久．瀬武．須子茂．知之浦・西阿室・秋徳・安脚場・諸鈍）

jumundur(i)(武名・押角）

jumundur(芝．瀬相．花富・佐知克・渡連・請阿室）

jumunduri:(西阿室）

suzumi(渡連）

スズメは人間の生活空間の中で最も目につくに小鳥で、農家にとっては苗や稲穂を食い荒す

「害鳥」として知られている。方言語彙もそのような意味をこめてjumuduri系の呼称が多く

承られる。徳之島でも同様にjundura,janduraと呼ばれている。

B24．ルリカケス

Cu:Ja(実久・知之浦・秋徳・渡連）

？』u:ja:（請阿室）

jamaCu:Ja(瀬相・花富・佐知克）

jamaCu:Ja:(西阿室）

jamabi:Ja(西阿室）

jama?ju:Ja(池地）

jamabju:Ja(瀬武・知之浦）

ヒヨドリとルリカケスの方言語彙の民俗分類

調査地

実久

瀬武

知之浦

西阿室

瀬相

花富

佐知克

秋徳

渡連

池地

請阿室

ヒヨドリ

Cu:S1

Cu:S1

Cu:Su

Cu:S1

Cu:S1

Cu:si

Cu:S1

Cu:S1

fu:S1

Cu:S1

Cu:S1

ルリカケス

Cu:Ja

jamabju:Ja

Cu:Ja,jamabju:Ja

jamaCu:Ja:,jamabi:Ja

jamaCu:Ja

jamaCu:Ja

jamaCu:Ja

Cu:Ja

Cu:Ja

jama?ju:Ja

?ju:Ja:
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ルリカケスは奄美大島（加計呂麻島などを含む）の固有の鳥である。ルリ色の美しい姿に似

つかず、その声はギヤーギヤーとうるさく、カラスやヒヨドリのように悪声の持ち主である。

そこで、方言語彙もルリカケスの悪声にちなんで、Cu:ja，？』u:Ja:，jamaCu:Ja，jamabju:Ja

と呼称し、「山のヒヨドリ」を意味するところが広く承られる。また、請島の池地では「唖」

ことを?ja:Jaといい、「山の唖」を意味するjama?ju:jaという語彙がゑられる。

B25．ハシプトガラス

garasu(実久．瀬武．武名・佐知克・秋徳・諸鈍）

gara.su(安脚場）

gara:su(須子茂．知之浦．西阿室・渡連・諸鈍・与路）

garasi(瀬相・池地）

gara:si(芝・西阿室・花富・請阿室）

ハシブトガラスの方言語彙はgarasu,gara:suが基本型で、加計呂麻島や与路島・請島まで

ほぼ同じ系統である。徳之島ではsuがつかないgara,ga:raの型である。

B26.ニワトリ

tur(u)(秋徳）

tur(芝・須子茂．知之浦・瀬相・押角・佐知克・渡連・池地）

tu:r(請阿室）

tu:ri(与路）

niwaturi(実久・武名）

tori:(西阿室）

ニワトリはtur系の語彙が優占しているが、徳之島ではtui,turiなどが承られた。

一爬虫類の方言語彙と民俗分類一

R1．ヤモリ類

jamori(瀬武・須子茂・武名・西阿室・押角・佐知克．秋徳．安脚場．諸鈍）

jamo:ri(芝）

jamor(渡連）

jamura(西阿室）

kuranaprja(実久）
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ヤモリ類の方言語彙の基本型はjamori系で、徳之島のように多様な語彙(15の呼称がある）

はみられない。それは、沖縄島や徳之島で普通に承られるホオグロヤモリが加計呂麻島には分

布せず、ヤモリ類に対して人々の関心がそれほど高くないことと関連しているかもしれない。

実久ではkuranaprjaという語彙がふられたが、これはニホンヤモリを指していると思われ

る。

R2.トカケ類

dinagirja(実久・瀬武・瀬相・佐知克）

dInagirja(須子茂・池地・請阿室）

dina.girja(西阿室・諸鈍）

dina:girja:(安脚場）

donagirja(与路）

t'ina:girja(芝）

dina:gira(渡連）

dina:gja(西阿室）

dina:ga(西阿室）

mulukuja(秋徳）

kulokuja(秋徳）

トカケ類はオオシマトカケ・ヘリグロヒメトカケ・アオカナヘビが分布しているが、それら

の個別名は承られなかった。トカケ類は総称として呼称し、方言語彙の基本型はdinagirja系で

ある。語彙は唾尾の長いもの”を意味している。同系統のtina:gira,-tsuna:giraなどが徳之島

でも承られるが、徳之島では他にもmaho,ginata,kad3u,],kinugira,madzIkujaなどがあ

り、加計呂麻島よりも方言語彙は多様性に富んでいる。

なお、秋徳のmulukuja,kuJokujaはキノポリトカケを指しているのかも知れない。

R3.キノポリトカゲ

Jatomja(実久）

timmaburja:(与路）

timmaburja(芝・瀬武）

jadommaburja:(西阿室）

jadommaburja(西阿室）

kulokuja(瀬相・押角・佐知克・渡連）

kujo:kuja(安脚場）

kujo.kuja(諸鈍）

kujokamja(武名）
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maIokuja(池地）

maIokamja(須子茂）

tabaku.ukja(瀬武）

キノポリトカゲの方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

徳之島加計呂麻島

?issatumjau(1)

madzikuja （1）
①
②
⑦
①
④

Jatomja

malokuja系

koIokuja系

tabaku.ukja

maburja系

(14）

(1)

(1)

(1)

maho系

ki:nula

ki:nuimanIo

kinugira

＊加計呂麻島には与路・池地・請阿室を含む

キノポリトカケの方言語彙はトカケ類に比べると変化に富んでおり、概ね5つの型に区分で

きる。その中ではkujokuja系の語彙が優占している。徳之島ではほぼ全域にmaho系の語彙が

承られるが、加計呂麻島と類似するような呼称もみられる。

加計呂麻島と与路島・請島におけるトカケ類とキノポリトカケの方言語彙の民俗分類は概ね

6つの型に区分できる。

1．実久の場合

（トカケ類）…….….….dinagirja

（キノポリトカケ）……Jatomja

2．芝・瀬武・与路の場合

（トカケ類）・………．．…t'ina:girja・dinagirja,donagirja

（キノポリトカケ）……timmaburja,timmaburja:

3．西阿室の場合

（トカケ類）・……･…･…dina･girja,dina:gja,dina:ga

（キノポリトカケ）……jadommaburja:,jadommaburja
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4．須子茂・池地の場合

（トカケ類）．….…………….dinagirja

（キノポリトカケ）…………maIokuja

5．瀬相・佐知克・諸鈍・安脚場・渡連の場合

（トカケ類）…．．……...….…dinagirja,dina:girja:,dina･girja,dIna:gira

（キノポリトカケ）…………kulokuja,kuIo:kuja.kulo.kuja,kujokamja

6．瀬武の場合

（トカケ類）．.………………･dinagirja

（キノポリトカケ）．．………･tabaku｡ukja

トカケ類とキノポリトカケを含める総称語彙は、徳之島ではmahoが見られたが、加計呂麻

島ではそのような総称語彙は承られない。しかし、トカケ類とキノポリトカケを同一名で呼称
することはなく、両者を明確に区分している。

R4.ヘビ類

（総称）

muji(実久・瀬相・須子茂・武名。押角・佐知克・秋徳。渡連・安脚場・諸鈍）

mu:li(芝）

mad3imun(実久）

cip(池地）

ヘビ類を総称する語彙としてmujiが全域で承られた。実久のは他のmad3imuU地域ではハ

ブを呼称する語彙である。また、池地のCipはガラスヒバアの呼称と同じである。ヘビの総称

は徳之島では承られなかったが、個別名は加計呂麻島と同系統の語彙が承られた。

ハブやヒメハブは有毒のヘビで、場合によっては落命することもあり、きわめて危険な動物

だといえる。加計呂麻島や与路島・請島に分布するヘビ類の6種に個別名がゑられることは、

島に住む人々がヘビ類の危険性をよく認識しており、関心の高さを示すものである。

R5．リュウキュウアオヘピ

？o:nak（実久・芝・瀬武．池地）

？o:naki（西阿室）

？o:nap（須子茂・武名・花富）

？o:nagi（知之浦）

？o:nagir（佐知克）



?o:nagi:r(押角）

?o:na:d3i(安脚場）

?o:nad3iri(瀬相・秋徳・渡連・諸鈍）

?o:nattap(西阿室）

o:nor(与路）

h6:p(請阿室）
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：リュウキユウアオヘビの個別名はその色彩に由来した噸青いウナギ”を意味している。同様

の認識は徳之島でも承られ、？o:nugja,？aonugjaなどの語彙がある。与路のo:norは哩青もの”

を意味し、請阿室のh6:pは唾ヘビ”の意味であろう。

R6．ガラスヒバァ

garasup(瀬武・武名・西阿室・佐知克）

gara:sup(須子茂・花富・押角）

garasu:p(知之浦）

gara:supu(西阿室）

gara:sip(瀬相）

gara:sip(実久・芝）

gara:subi(西阿室・諸鈍）

garasibi(秋徳）

garasibi:(渡連）

garasubi:(諸鈍）

gara:SICip(安脚場）

he:p(与路）

cip(池地）

ガラスヒバアは水辺に棲む黒っぽいヘビである。その方言語彙は基本型であるgarasupu,

gara:susbiなどは唾カラス（黒い）ヘビ”の意味である。与路と池地の語彙は奴ヘビ”の意味

である。和名のガラスヒバア自体も南島の方言語彙をそのまま当てたものである。日本本土で

はシマヘビの黒化型をカラスヘビと別称することがあり、本土や南島の人々の認識の世界には

「黒はカラスである」というイメージがあるようだ。

R7．アカマタ

mattap(実久・瀬武・須子茂・武名・瀬相・秋徳・渡連・諸鈍・池地）

matta.p(知之浦・与路）

matta(:)p(芝）
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matta:p(押角・佐知克・安脚場・請阿室）

mattabu:(西阿室・諸鈍）

?ahamattabu(西阿室）

nattap(花富）

アカマタの方言語彙はrnattap系が基本型である。西阿室の?ahamattabuは嘩赤いマッタブ”

の意味で、アカマタの赤い色に着眼した呼称である。そのような語彙は徳之島でもゑられ、

？a:mattibu，？a:matteuなどと呼称されている。和名のアカマタは沖縄の方言をそのまま当て

た呼称である。

R8.ヒャン

ca:caO(実久・芝・瀬武・須子茂．武名．知之浦．瀬相．花富．押角．佐知克．秋徳．

渡連）

Ca:ca:0(安脚場）

ca:cari(西阿室）

Ca:Cabu(西阿室）

caI](池地）

ca:0(与路・請阿室）

ヒャンは奄美大島や加計呂麻島・与路島・請島に分布するコブラ科のヘビで、赤と黒の文様

がリング状に並んでいる。徳之島や沖縄諸島に分布するものは赤と黒の文様は縦に走ってお

り、ハイという別亜種名で呼称されている。

方言語彙の基本型はCa:Caﾛである。徳之島でもCa:ri,Ca:ru,sa:ruなどの同系統の語彙が

承られる。沖縄でもハイのことをCaI],Ca:ﾛと呼称している。和名のヒャンはそのような南島

の方言語彙に由来している。ヒャンが出ると天気がよくなるとか咬まれたら雷の聞こえない洞

窟の中に隠れて養生しないといけないなどの逸話があり、ヒャンは天候や気象に関する方言に

関係があるかも知れない。

R9.ハブ

matJimu,](実久・武名・知之浦・花富・佐知克

鈍）

mad3imuO(西阿室・池地）

kimmuO(西阿室）

hagomuI](押角）

hap(須子茂・武名・与路）

ha:p(請阿室）

秋徳・渡連・瀬武・安脚場・諸



habu(瀬武・西阿室・瀬相・花富・諸鈍）

be.(与路）
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ハブの方言語彙の基本型はmatlimunで、他にkimmuI],hagomu']などがみられる。徳之

島でも同系統のmad3uOが優占している。語彙の意味は「恐いもの」「きたないもの」「おそ

ろしいもの」などであろう。須子茂．武名．与路・請阿室ではhap,ha:pなどが承られる。与

路ではb色･の語彙がゑられるがその意味は不明である。

R10.ヒメハブ

kawadaraki:(秋徳）

kwahad3araku(実久）

kwad3arak(与路）

ka:d3ara:k(i)(西阿室）

kwaha:d3irjak(安脚場）

kuwa:d3irak(諸鈍）

kWa:d3irja:k(請阿室）

ku#ad3irja:(渡連）

kawad3arap(芝・武名）

kwahad3ara:p(押角）

k'uwa:d3arap(知之浦）

kuwad3ara:p(瀬武・須子茂・花富）

kuwa:d3ara:p(佐知克）

kwa:d3arap(池地）

kwahad3arap(瀬相）

kawad3ara(西阿室）

ヒメハブの方言語彙は各集落によって少しずつ異なっている。語彙の変異は、語尾がK音か

P音かという違いである。徳之島ではkwa:daro,kwa:d3aroなど8つの語彙が承られるが、

すべて-ro,-ro:の語尾である。

方言語彙の意味はヒメハブの体型が短くて太いことから、いかにも「固いもの(kuOa:,ku

wa:)」をイメージさせることに由来しているのであろう。

加計呂麻島のヘビ類の民俗分類はヘビの総称をはじめ、島に分布する6種のヘビ類にそれぞ

れの個別名がみられる。個別名は集落毎に若干の相違が承られるが、すべて同系統の語彙があ

る。加計呂麻島におけるヘビ類の一般的な民俗分類は別記の通りである。



－104－

(ヘビ総称）

muj

一一

（個別名）

?o:nak,?o:nap,?o:nad3iriリュウキュウアオン、ビ

garasup,gara:subi,gara:siCipガラスヒバァ

mattap,matta:p,mattabu:アカマタ

Ca:Cal],Ca:0 ヒヤン

matJimuI],kimmur],hagomul],ハブ

kwahad3arak,kwaha:d3irjak,kuwad3ara:pヒメハプ

与路島（与路）と請島（池地・請阿室）におけるヘビ類の民俗分類

生物群

ヘビ総称

リュウキュウアオヘビ

ガラスヒバァ

アカマタ

ヒヤン

ﾉ、フ

ヒメハブ

与路

，

o:nor

h6:p

rnatta･p

Ca:D

hap,bg:

kwa:d3arak

池地

C1p

?o:nak

●●

C1p

rnattap

Cal]

mad3imuU

kwa:d3irja:k

請阿室

9

h6:p

，

rnatta:p

Ca:0

ha:p

kwa:d3arap

アカマタ・ヒャン・ヒメハブの方言語彙は共通しているが、リュウキュウアオヘピ・ガラス

ヒバァ・ハブはそれぞれの集落で若干の違いが承られる。請阿室ではリュウキュウアオヘビと

ハブの呼称とガラスヒバァの呼称がそれぞれ類似している。与路ではリュウキュウアオヘピ．

ガラスヒバァ・ハブなどに特異な語彙が承られた。

R11.カメ類

kamI(実久・瀬武・須子茂・武名・瀬相・押角・秋徳・渡連・安脚場・諸鈍・池地）

kamI:(芝・西阿室・花富・請阿室）

kauI(与路）

カメ類の方言語彙はkamlが基本型であるが、与路ではkauiというかなり変化した語彙が承

られる。徳之島ではすべてkamiであった。



－両生類の方言語彙と民俗分類一

A1・シリケンイモリ

sitimo.r(実久）

sitrmo:r(花富）

si:tmo:r(請阿室）

situmor(i)(瀬相）

simo:r(芝）

so:dimor(瀬武）

so:domori(西阿室）

so:tlmura(渡連）

sotsumura(安脚場）

so:tumuri(須子茂）

sotmo:r(与路）

sodumor(池地）

imori(花富）

－105－

シリケンイモリの方言語彙は集落によって若干異なっているが、すべて同系統の語彙であ

る。花富のimoriは共通語。

A2・カエル類

（総称）

biki(実久・芝・武名・瀬相・秋徳・押角・諸鈍・池地．請阿室）

biki:(瀬武・須子茂・知之浦・西阿室・佐知克・安脚場．与路）

tambiki(西阿室・秋徳）

tambiki:(佐知克）

（山にいる大きなカエル類…ハナサキガエル・オットンガエルなど）

atarabiki(西阿室）

？atarabiki（須子茂）

？ataribiki（実久・瀬相・佐知克．安脚場・諸鈍）

？ottombiki（押角）

？ataD（秋徳）

（アマミアオガエル）

？o:biki（須子茂・武名・西阿室．瀬相．押角．諸鈍）

？o:biki:（瀬相・安脚場）

gaku(実久・秋徳・池地）
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gaku:(請阿室）

?awagaku:(与路）

?amagaeru(西阿室）

カエル類の方言語彙の民俗分類

山にいる大きなカエルアマミアオガエル調査地カエル総称

?ataribiki

?atarabiki

gaku

?o:biki

?o:biki

?o:biki

?o:biki:

?o:biki

茂
室
克
場
室

久
子
名
阿
相
角
知
徳
脚
鈍
路
地
阿

実
須
武
西
瀬
押
佐
秋
安
諸
与
池
請

biki

biki:

biki

biki:,tambiki

biki

biki

biki:,tambiki:

tamblki

biki:

biki

bikig

biki

biki

atarabiki

?ataribiki

?ottombiki

?ataribiki

?ataO

?atarabiki

?ataribiki

gaku

?o:biki:

?o:biki

?awagaku:

gaku

gaku:

徳之島で。カエル類の総称として?atara,?attanJo,bikkjaなどが承られたが、加計呂麻島

ではすべてbiki系の語彙である。tambikiの語彙も承られるが、それはむしろ水田にいるヌマ

ガエルの個別名だと思われる。山地の渓流に棲む大型のカエル類は?ataribiki,?ottombiki,

？ataUなどと呼称されている。また、アマミアオガエルはその色彩や雨が降るとよく鳴くこと

から、？o:biki，gakuなどと呼称されている。徳之島ではアマミアオガエルをbalaa:taraとも

呼称するが、それは芭蕉の葉の上でよく承られることに由来している。加計呂麻島では芭蕉に

由来する語彙はみられなかった。

A3．オタマジャクシ

bikiOkwa(芝・安脚場）

bikinukwa(安脚場）

bikinukwa:(与路）

buru:(西阿室）

biru(瀬相・押角）
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tabiru(佐知克・秋徳）

taju:(芝・佐知克）

otamad3akuji(与路）

？otamad3akuli（須子茂）

オタマジャクシの方言語彙として、「カエルの子」を意味するbikinukwa,biki9kwaなど

が承られるが、徳之島と共通するbiru,tabiruなどの語彙もゑられた。芝・佐知克ではtaju:

が承られるが、押角・池地・請阿室ではtaju,taju:はメダカの呼称である。いずれも小さな動

物であることから、メダカと混同しているのかも知れない。

一昆虫の方言語彙と民俗分類一

11.チョウ（ガ）

habera(実久・芝・押角・佐知克）

habgru(諸鈍）

hablra(須子茂・武名・渡連・池地・請阿室）

habIra:(安脚場）

habi:ra(知之浦）

habirja(瀬相）

habura(与路）

haburu(秋徳）

tJo:tJo:(瀬武・西阿室・花富・押角・佐知克・秋徳・渡連・諸鈍・請阿室）

tJo:tJo(与路）

ga:(武名）

チョウ（ガ）の方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

徳之島加計呂麻島

haberu

habe:ru

habIru

ｍ
ｍ
垣
唖
邇
巾
ｍ
ｍ

ｍ
ｅ
ｍ
ｅ
』
１
章
１
・
１
』
１
ｕ
ｕ

小
曲
小
曲
小
曲
小
曲

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

kabira

kabera

kambara

ko:ba:ra

ko:ga:ra
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チョウの方言語彙の基本型はhaberaやhabrraである。徳之島ではkabira,kaberaの語彙

かなりの集落で聞かれたが、加計呂麻島などではkaで始まる語彙はゑられない。tJo:tJo:とがかなりの集落で聞かれたが、加言

いう共通語の語彙は多く承られる。

I2｡ セミ類

ki:ja(佐知克）

ki:ja.(安脚場）

ki:ja:(請阿室）

k'i:ja(花富・押角・諸鈍）

k'i:ja:(渡連）

kju:wa(実久）

ki:rja(秋徳）

gi:ja(武名・瀬相）

gi:gja(芝・瀬武・知之浦）

gjaJi(須子茂）

?amagak(池地）

?asasa(秋徳）

?asa:sa(西阿室）

（アブラゼミ・クマゼミなど）

kanik'i:ja(渡連）

kanigju:wa(実久）

jamamgi:gja(瀬武）

?asasa(池地）

?asa:sa(安脚場）

kani?asasa(秋徳）

?abura:?asa:sa(西阿室）

セミ類の民俗分類

調査地 総称 個別名（クマゼミ・アブラゼミ）

久
連
場
徳
室
地

脚
阿

実
渡
安
秋
西
池

kju:wa

k'i:ja:

ki:ja.

?asasa

?asa:sa

?amagaku

kanigju:wa

kanik'i:ja

？asa:sa

kani?asasa

?abura:?asasa

？asasa
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セミ類は総称として呼ばれることが多く、ki:ja系、？asasa系の語彙が承られる。特異的な語

彙として、請島の池地でゑられる？amagakというのがあるが、徳之島の池間でこれに類似す

るga:kuが承られる。？amagakやga:kuは他の地域では通常はアマガエルを指す語彙として使

われている。

アブラゼミやクマゼミなどを個別に言う場合にはkaniやkanI,jamatoを､総称であるki:ja,

?asasaなどの前に付けて区分している。沖縄ではセミ類のそれぞれの種類（クロイワニイニ

イ・リュウキュウアブラゼミ・クマゼミ・クロイワツクツク・オオシマゼミ）に応じた個別名

がゑられるが、加計呂麻島などではそれらのセミが分布しているにも関わらず、個別的な区分

が承られない。それは徳之島でも同様である。このような事実は、島に住む人々のセミへの関

心が少ないことに起因するのだろう。

13. トンボ類

（総称）

?ice:da(芝）

?aka?ice:da(芝）

?o:?iCe･da(芝）

?iceda(瀬相）

?ihe:da(佐知克・秋徳）

?ihe:da(武名・花富）

?e:da(西阿室・渡連・諸鈍）

?aha?e:da(渡連）

?e:da:(安脚場）

he:da(須子茂･秋徳）

h6:da(知之浦）

?6:da.(与路）

?eheda(押角）

?e(he):da(花富）

?色he:da(実久）

?6nda(池地）

？a:sa0息nda(池地）

julitJo(西阿室）

jimajujitJO(西阿室）

？ahajuJitJO（西阿室）

（イトトンポ類）

je:da(西阿室）

?eheda(実久）
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?ehe:da(西阿室）

?ina?ice:da(芝）

（ヤンマ類）

kani?ihe:da(武名）

kanI:mal](花富）

kanima,](秋徳）

kanitombo(武名）

jama6nda(池地）

jama?eheda(押角）

jama?ehe:da(花富）

jamaturja(渡連）

jmatu:rja(安脚場）

jamambe(請阿室）

ti,]go:henda(芝）

?u.ugamatJi(実久）

jamato?u.ugamatji(実久）

jujitJo:(西阿室）

jamatujujitJo(西阿室）

トンボ類の民俗分類

調査地 トンボ総称 イトトンポ類 ヤンマ類

実久 ?色he:da ?eheda ?u.ugamatJi

jamato?uOugamatIi

ti,]go:henda

kani?ihe:da

kanI的mbo

kanI:ma']

jama?ehe:da

kanimaI]

jamaenda

jama?eheda

jamatu:rja

jamaturja

jamatobe

jujitIo:

jamatujujitIo

芝

武名

?ice:da

?ihe:da

?ina?ice:da

花富 ?ihe:da

徳
地
角
場
連
室
室

脚
阿
阿

秋
池
押
安
渡
請
西

?ihe:da

?enda

?eheda

?e:da:

?e:da

jujitIo je:da

?ehe:da
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トンボ類では民俗分類が承られるが、多くの場合はセミ類と同様に基本型である？ice:da，

？e:da，？ihe:da，？ehedaなどの前にkani,kani,jamaなどが付く型である。また、総称と個

別名がまったく異なる語彙も承られる。

トンボ類の民俗分類には概ね2つの型がゑられる。I型はトンボ総称とヤンマ類を区分する

方法で、I型はトンボ総称とイトトンポ類、ヤンマ類を区分する方法である｡I型はA-A'

型とA－B型に細分され、I型はA-A'-A''型とA一A'-B型、A－B-A'型の3つ

に細分される。

I型(A-A'型）

総称

?ihe:da

絶nda，？eheda

I型(A-B型）

総称

?ihe:da

?e:da,?e:da:

?e:da

Ⅱ型(A-A'-A''型）

総称

?iCe:da

I型(A-A'-B型）

総称

?色h6:da

イ

ヤンマ類

kanI?ihe:da,jama?ehe:da(武名・花富）

jama6nda,jama?eheda(池地・押角）

ヤンマ類

kam:maI],kanimaI](花富．秋徳）

jamaturja,jamatu:rja(渡連・安脚場）

jujito(西阿室）

トトンポ類

?ina?ice:da

ヤンマ類

ti,]go:henda(芝）

イトトンポ類ヤンマ類

-?eheda ？u①ugamatJi（実久）

～ ～jamato?u｡ugamatji

I型(A-B－A'型）

総称 イトトンポ類 ヤンマ類

”川・壹乏麗陰一一一三…叩Ⅲ｡〔西阿室》

I4．バッタ類

gata(実久．瀬武．瀬相・押角・諸鈍・池地）
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(与路）

(芝・知之浦・花冨・佐知克・渡連・安脚場・請阿室）

gata.(与路）

gata:(芝・知只

gita:(須子茂）

grta(西阿室）

gita:(秋徳）

geta:(西阿室）

バッタ類は単純型で、gata,gata:などが基本型である。

I5.カマキリ類

？inJatomja（実久）

Jato:mja(芝）

？iIito:mjai（花富）

？iJatomai（与路）

sato(須子茂・佐知克）

？iJato（押角）

？i:Jato（武名）

(J)Jato:(西阿室）

？umiJato（瀬武）

JiIitoban(佐知克）

？ijitobaﾛ（秋徳・渡連・諸鈍）

？iJito:baり（安脚場）

？i〃atobannja（瀬相）

jumu(池地）

jumu:(請阿室）

カマキリの基本語彙は語尾がsam,Jato,JitobaUなどで、それに?iJiが付いた型である。

また、請島にはjumu,jumu:という語彙が承られ、同じ孤島である与路島の?ijammai

際だった違いを示している。

同じ孤島である与路島の?ijammaiとは

I6.ゴキブリ類

kunnjam(実久・瀬武・須子茂・瀬相）

k'unnjato(武名・諸鈍・与路）

kunnjato:(西阿室）

kund3a.b:(安脚場）

jamammuji(実久・須子茂）
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ゴキブリ類の方言語彙の基本はkunnjato系であるが、jamatomuliという語彙も承られる。

このjamato(日本本土)muli(虫）系は徳之島では優占的な語彙であるが、加計呂麻島では

実久と須子茂でしか承られない。

I7. ハチ類

（総称）

hatli(実久．瀬武．須子茂。武名・西阿室・瀬相・花富・押角・佐知克・秋徳・渡連。

安脚場・諸鈍）

ha:tli(芝）

ha･tIi(与路）

（スズメバチ）

tiburubatli(須子茂．武名．佐知克・秋徳．安脚場．請阿室）

tIburubatji(渡連）

t'iburubatji(実久・瀬相．諸鈍）

tiburuba･tji(芝）

tiburuba:tli(瀬相・押角）

tiburubatji:(西阿室）

tiburuba(:)tji(花富）

t'uburubatli(与路）

（アシナガバチ）

?ahabatJi(実久・須子茂・瀬相・花富・佐知克・秋徳・諸鈍）

?aha.batli(安脚場）

?ahaba:tji(瀬武）

?aha:ba:tli(渡連）

?akabatli:(西阿室）

hatlitiburu(請阿室）

（チビアシナガバチ）

gajabatji(瀬武・須子茂・武名・瀬相・花富・佐知克・秋徳・諸鈍・請阿室）

gaja.batli(安脚場）

gajaba.tIi(与路）

gajaba:tl(i)(実久）

gajaba:tji(渡連）

gajabatji:(西阿室）

（ジバチの一種）

d3ibatji(須子茂・武名・秋徳．諸鈍）

d3ibatJ(i)(実久）
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mitIabatli(瀬武・瀬相）

mitJaba･tIi(与路）

mitlaba:tli(押角）

?ar]kobatji(佐知克）

ハチ類の民俗分類

調査地ハチ総称スズメバチアシナガバチチビアシナガバチジバチ類

茂
室
克
場

久
武
子
名
阿
相
富
角
徳
知
連
脚
鈍
路

実
芝
瀬
須
武
西
瀬
花
押
秋
佐
渡
安
諸
与

hatji

ha:tji

hatli

hatli

hatli

hatli

hatli

hatli

hatli

hatji

hatIi

hatJi

hatIi

hatli

ha･tIi

t'iburubatli

tiburuba･tli

?ahabatji gajabatJ(i)d3ibatI(i)

mitlabatji

d3ibatji

d3ibatli

gajabatli

gajabatli

gajabatli

gajabatli:

gajabatIi

gajabatIi

tiburubatji

tiburubatli

tiburubatli

t'iburubatIi

tiburuba(:)tJi

tiburubatli:

tuburubatli

tiburubatJi

tiburubatli

tiburubatli

t'iburubatli

t'uburubatli

?ahabatli

?akabatIi

?ahabatIi

?ahabatli

mitlabatli

mitIaba:tji

d3ibatji

?a,]kobatli

?ahabatli

?ahabatli

?aha:ba:tji

?aha.batIi

?ahabatJi

gajabatli

gajabatji

gajaba:tJi

gaja.batIi

gajabatji

gajaba･tJi

d3ibatli

mitjaba:tIi

ハチ類は人間に危害を加えることもある危険な昆虫であることから、人間の関心も当然高く

なると思われる。ほとんど全ての調査地でハチ類の総称と個別名の区分が承られる。個別名は

ハチの形態(tiburu,頭の意味）・色彩(?aha,赤い色の意味）・棲み場所(gaja,カヤの意

味・d3i,mitja士の意味）そして習性(?aUko,アリの意味）などに由来する呼称となってお

り、島に住む人々 の自然認識のレベルの高さを示している。このような民俗分類は徳之島でも

同様な傾向が承られる。

18．ハエ類

｡ei(瀬武）

"i(実久・芝・瀬武・武名・瀬相・与路・池地・佐知克）

？o:b6i（実久）



？ulib色i（実久）

？umabEi（実久）

kimbei(与路）

①色：（押角・秋徳・安脚場・請阿室・渡連）

"i(西阿室）

？o:bii（西阿室）

？o:bei（西阿室）
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ハエ類の基本語彙は●ei,●もiであるが、キンバエ類を指す場合は、その色彩(?o:青）に注

目した?o:bei,?o:beiなどが承られる。また、牛や馬などにまつわり付くことで、？ulibもi，？uma‐

b6iなども承られる。

I9.アリ類

？a9（実久・押角・佐知克・秋徳・渡連・池地・請阿室・須子茂・武名）

？a､0（与路）

？a:r（押角）

アリ類の基本語彙は?aUで、単純型を示している。なお、徳之島では?ani,?amiなどがみら

れる。

110．カ類

gad3am(実久・瀬武・須子茂．武名．秋徳．諸鈍．池地）

gad3a.m(与路）

gad5a:m(i:)(西阿室）

gad3aI](芝・瀬相・佐知克・渡連）

jamagad3aり（芝）

力類の基本語彙は単純型のgad3am,gad3aOであるが、山やヤブなどにいる力類はjama-

gad3aUと別称している。

111．．クモ類

（総称）

kubu(実久・瀬武・瀬相・押角・佐知克・渡連・与路・池地）

jaUkubu(実久）

k'ubu(武名）

kubu:(芝・西阿室・安脚場・請阿室）
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kubuganasi(西阿室）

kubu(:)(諸鈍）

k'ubu:(花富）

kubo(秋徳）

k'umu(花富）

（コガネグモの一種）

marukubu(押角）

（オオジョロウグモ）

manle,](秋徳）

クモ類の民俗分類

調査地

実久

押角

秋徳

総称

kubu

kubu

kubo

個別名

ja']kubu(ハエトリグモの一種？）

marukubu(コガネグモの一種）

manie,](オオジョロウグモ）

クモ類の基本語彙はkubuで、単純型を示している。また、一部にはjaりkubumarukubu,

manlel]という個別名も承られる。

112．ヤスデ類

tunduro(実久）

tinduru(与路）

ヤスデ類の方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島）

加計呂麻島

tunduro

tinduru

徳之島

?amadarimuji

tuduru

tudurumuli

ki:gura

ヤスデ類は調査地が少ないこともあるが、徳之島のtunduruに類似する語彙が、実久と与路

の二カ所で承られる。調査地を多くすれば?amadarimuli系の語彙が承られるかも知れない。
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I13.ムカデ類

mukade(実久・須子茂・渡連）

muka･de(安脚場）

jamamuka.de(安脚場）

ムカデ類の方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

加計呂麻島 徳之島

曲
珈
ａ
ａ

勺
Ｋ
勺
Ｋ

ｕ
ｕ
ｍ
ｍ

mukad3a

mukadzi

mukade

ムカデ類も調査地が少ないこともあるが、mukadeという語彙が承られる。これは、徳之島

で承られるmukadzu,mukadzi,mukad3aなどよりも共通語化が進んでいることを示してい

ると思われる。

114.カタツムリ類

tindar(実久．武名・瀬相・佐知克・渡連）

tinda:r(芝・瀬武）

tindari(須子茂・秋徳）

t'indari(諸鈍）

t'indarigja:(西阿室）

tindarigjo．（安脚場）

tindaru(花富）

tundari(花富）

katatsumuri(与路）

カタツムリ類の方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

徳之島加計呂麻島

tsinnja

tlinnja

tsinnja']

tlinnande:ra

tsInnande:ra

tindar

tindari

t'indarigja:

tindaru

tundari

カタツムリ類はtindar系の語彙が基本型である。徳之島ではtsinnjan系やtsrnnjande:ra系

の語彙が承られるが、加計呂麻島ではそれらとは異なる語彙群になっている。花富ではtunda
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riという語彙が承られるが、これは実久や与路ではヤスデ類をさす語彙である。

I15．ナメクジ類

nabikud3iri(実久・瀬武・須子茂・武名・瀬相・安脚場・諸鈍）

nabrkudSir(i)(秋徳）

nabikud3ir(芝・渡連）

nabekud3i(西阿室）

nabekud3iri(佐知克・与路)

ナメクジ類の方言語彙の比較（加計呂麻島と徳之島の場合）

加計呂麻島

nabikud3iri

nabekud3iri

徳之島

judarimuji

nanta

nantakuzIra

ナメクジ類は徳之島ではjudarimuliやnantakuziraなどの語彙が承られるが、加計呂麻島

ではnabikud3iri系の語彙が基本型である。

－海産動物の方言語彙と民俗分類一

S1．カニ類

（総称）

ga'](芝．須子茂．瀬相．押角・佐知克・秋徳・渡連・池地・請阿室・実久・武名・西

阿室・安脚場・諸鈍・与路）

（川や水田に棲むカニ・・・モクズガニ）

maga'](芝・瀬相・花富・秋徳・請阿室・実久・武名・安脚場・与路）

ta:ga9（池地）

ko:ga'](押角）

（畑や畦に大きな穴を開けるカニ・・・オカガニの一種）

timma(芝・瀬相・押角）

timma:(諸鈍）

grdima:gal](池地）

：(赤いカニ･・・アカテカニの一種）
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？a:ga0（請阿室）

？ahaga0（実久・佐知克）

(海に棲むカニ・・・種不明）

？iIoga0（実久・芝・請阿室）

(浜に棲むカニ・・・種不明）

hamma(与路・池地・請阿室）

(川や畑に棲むカニ・・・種不明）

？ajigan（瀬相・秋徳〕

ji:gai](安脚場）

kusaga'](請阿室）

(海にいるカニ・・・ガザミの一種）

gasama(武名・請阿室）

gasama.(与路）

カニ類の民俗分類

調査地カニ総称モクズガニオカガニSpアカテガニSp 不明

?iIogaO海
守

?iIogaq海

実久

芝

武名

瀬相

押角

佐知克

秋徳

諸鈍

安脚場

与路

池路

請阿室

?ahaga']
り
り
り
り
り
り
り
り
０
９
り
り

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
９

り
り
０
０
０

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

昭
昭
昭
昭
昭

ｍ
、
ｍ
ｍ
、
Ｋ

tirnnla

?aliga9川tirnrna

timma

?ahagaO

?afigaU川nlagan

tirnrna:

畑
浜
浜
浜
海

Ｕ
函
唖
四
則

顔
ｍ
ｍ
ｍ
ｇ

此
畑
佃
肥
汕

り
り
り
珈

蝋
卿
鯛
昭

ｍ
ｍ
ｍ
、

gidima:gaI]

?a:gaI]

カニ類の総称はgaDと呼ばれているが、畑地や水田・河川など人間の生活環境の近くに生息

し、馴染承の深い動物であることから、いくつかのカニについては個別名が承られる。特に、

川や水田でよく承られるモクズガニは食用になることから、ほとんどの調査で個別名が聞かれ

た。また、畑や畦道に大きな穴をあけるオカガニ類についてもいくつかの調査地で個別名が承
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られた。

海浜に棲むカニ類にも個別名が承られるが、種を特定するまでには至らなかった。』

は海ガニ・浜ガニくらいの呼称だと思われる。

加計呂麻島や与路島・請阿室島のカニ類の民俗分類を要約すると下記のようになる。

おそらく

(総称） (個別名）

magaO(モクズガニ）

timma,timma:,gidima:gaI](オカガニの一種）
／
シ／／〆／

〆

?ahagaO,?a:ga'](アカテガニの一種）

?ijoga'](海ガニ）

hamma(浜ガニ）

?ajigaり,Ji:ga'](不明？）

gasama,gasama.(ガザミ類）

gaI]

S2.エビ類

（大きいエビ・・・イセエビなど）

？ip（須子茂・瀬相・渡連）

？i:p（実久・武名・花富・秋徳・安脚場・諸鈍・与路・池地・請阿室）

？ep（西阿室）

？ebi：（西阿室）

（小さなエビ・・・ヌマエピなど）

sai(請阿室）

sa6:(押角・秋徳．渡連．諸鈍）

sei(実久・花富）

sei(武名・池地）

（手の長いエビ・・・テナガエビなど）

tal]ga(実久・須子茂・諸鈍．与路・瀬相．押角．秋徳．渡連．池地）

taqga(:)(請阿室）

taI]ga:(西阿室・安脚場）

tal]ga'](武名）

（ゾウリエピ？）

tutjiga'](武名）
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エビ類の民俗分類

手長エビ小さなエビ大きいエビ調査地

taI]ga

tar)ga

taqgal]

taりa：

tanga

?i:p

?ip

?i:p

?ep,?ebi:

?ip

?i:p

茂
室
場
￥
＊
室

久
子
名
阿
相
富
角
徳
連
脚
鈍
￥
路
地
阿

実
須
武
西
瀬
花
押
秋
渡
安
‐
諸
唯
与
池
ゞ
請

sel

●●●

sel

sel

●●

sae：

●●

sae：

●●

sae：

taりga

taIJga

taI]ga

tal]ga:
‘、＝ir；

taりga
:･，．

tar]ga
：：

tar]ga

ta,]ga(:)

ｐ
ｐ
ｐ
”
肌
弧
〕
ｐ
蝋
ｐ
ｐ
ｐ

？
？
？
？
‐
？
？
？

Ｕ
一
勺
■
▲
●
■
Ｂ
ユ
●
一
石
■
４
－
●
勺
日
ユ
‐
●
○
８
ユ
●
利
口
▲
●
名
日
ユ

●●

sae

●●●

sel

sal

エビ類の民俗分類は、概ね「大きいエビ」「小さなエビ」「手長エビ」の3つのグループに

区分できる。これは沖縄島や徳之島などでも普通にみられる区分法である。エビ類ば食用にも

なることから、また、形態的な特徴などから、人間の関心が高く個別名（グループ名）≦で区分

されている。加計呂麻島でのエビ類の民俗分類は概ね下記の通りである。

（個別名）

i:p，？ip，？ep（イセエビ類）

a6:,"sei,tsei,sai(ヌマエビ｡:系シエMビ類）

ang"taI]gal](テナガエビ類)

(総称）

？

j－､【.

:弓三一一一tai]gz
J
L

S3.ヤドカリ類

？ama0（押角）

？amam（秋徳・諸鈍・請阿室）

陸域に棲むオカヤドカリ類や海に棲むヤドカリ類も総称として?amal,?amam:と呼称され

ている。
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S4.貝類

minja(実久・与路）

（タニシ）

tammja．（安脚場）

tammja:(花富）

tammja(実久・佐知克・与路）

（タカラガイの一種）

？uJigwa（須子茂・瀬相）

（アワビの一種）

mariminja(安脚場）

（ヤコウガイ）

jakug6(安脚場）

貝類は食用になることから、当然人々の関心が高く、個別名が豊富である（松井、1983）。

今回の調査は他の動物調査に付随して行われたので、方言語彙の列数は少ないが、実物の貝類

を持参して調査をすれば語彙数はもっと増えると思われる。

貝類の総称はminjaで、タニシはtammjaという個別名で呼ばれている。また、タカラガイ

類はその形態（ずんぐりして黒っぽい）から?ujigwaと呼ばれている。徳之島の山では?usIm-

mjaと呼んでいる。

S5.タコ類

tuhu(実久）

tuho(須子茂）

toho(諸鈍）

to:(与路）

タコ類は加計呂麻島ではtuhu,tu畑,tohoと呼ばれているが、与路島ではto:と呼んでいる。

徳之島の池間でもめ:という語彙がみられる。なお、沖縄島ではtakuというのが一般的である。

S6．イカ類

？ikja（実久・須子茂・諸鈍）

？ikja：（与路）

（コウイカの一種）

kubulumi(実久）

イカ類は総称として?ikja,?ikja:と呼んでいるが、コウイカ類をkubulumiと個別名で呼ぶ



所がある。

S7．ウニ類

gatiti(実久・武名・瀬相．諸鈍）

gat'iti(安脚場）

gatitji(西阿室）

gati:ti(須子茂）

gatu.ti(与路）

jum(須子茂・瀬相・安脚場・諸鈍）

kurujuni(須子茂）
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ウニ類は食用に供するものはgatiti系の語彙で呼ばれているが、畑の肥料などに使うものは

juniとして区別している。

S8．ナマコ類

jikiri(須子茂）

tuholikiri(須子茂）

to:jikiri(西阿室）

ナマコ類は多くの人々には馴染承のない動物であるが、jikiriという語彙が承られた。その

中で、食用に供するものはto伽jikiri,to:jikiriと呼ばれている。tuho,to:はタコの意味であ

る。なお、徳之島の井之川ではjikkiraと呼んでおり、加計呂麻島と同系統の語彙だと思われ

る。

S10．魚類

？iju:（渡連）

？iju（芝・須子茂・諸鈍・与路）

？』u：（西阿室）

？ju（西阿室）

（ウナギ類）

？unak（実久・瀬相・渡連・池地）

？una:k（芝・花富・押角・請阿室）

ko?una:k(請阿室）

duru?una:k(請阿室）

（フナ）

ku:ju:(芝）
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Ouna(押角・池地・請阿室）

(メダカ）

taju(押角・池地）

taju:(請阿室）

(コイ）

koi(芝）

(サメ類）

saba(西阿室・与路）

(ウツボ類）

?uzI:(西阿室）

?udu(実久）
‐：：

?udU:(与路）

(ハリセンポン類）

?abasI(諸鈍）

?abasI:(西阿室）

(カツオ）

kaso:(芝・西阿室）

魚類の総称として?iju,?juなどの語彙がみられる。魚類は食用として重要な動物であり、人
Iザ

.｡..:虞．,！．.
． ．？．.,.．． ．、‘9も％.

々の関心が高いことから、その民俗分類は生物群と多くの場合ほ符合する。魚類の方言語彙に

乱､て噸師などから詳細に調査すれぽ加計呂麻島および与路島.請島の民俗分類がまり正確
4.も．．，‘..-.P・・2‘6．．

”．；：

に浮かび上がるであろう。
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